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総合討論１：「海域のネットワーク  

ー交流と祭祀・信仰の変化ー  

         社会構造・宗教史の観点から」 

●佐藤議長 

それでは総合討論に入ります。最初に今回の「海

域のネットワーク交流と祭祀信仰の変化」という

テーマでありますが、これまで 5本のご講演をいた

だきまして非常に多彩な比較研究に有益なお話

をずいぶん聞くことができたわけです。それを踏ま

えてまず今回最初にコメントをお二人の先生から

休憩を挟んで合計 4人の先生からコメントをいた

だきたいと思っております。最初のコメントを 15分

ずつでありますが溝口先生お願いいたします。 

●コメント１：溝口孝司「社会構造の視点から」 

溝口でございます。昨日と本日の五つのご講演を

拝聴し、多くの示唆を得ることができました。沖ノ

島祭祀の意義をより深く理解するために、宗教と

その境界性、社会との相関性、そして貨幣経済と

の関連という観点から、重要点を私なりに選び出

し、考察、今後のさらなる検討の方向性について

述べさせていただきます。基本的にはパワーポイ

ントにお示しする文章を読み上げる形をとりますが、

本日もお話を伺いまして様々な刺激を受けました

ことから、かなり補充をいたします。同時通訳の皆

様におかれましてはちょっと負担をお掛けいたし

ますが、きっちりついてきていただければ幸いに

存じます。よろしくお願いいたします。 

 

まず宗教の本源的境界性についてであります。宗

教とは、【日常と非日常】、【この世界とあの世界】、

【自然と超自然】といった＜二項対立＞を基盤とし、

非日常や超自然との接触をテーマとした思考とコ

ミュニケーションであると私は捉えています。この

観点から、宗教的コミュニケーションには「境界

性」が、その場所性、媒介性、内容において深く

関与していると考えます。まず、宗教的な「聖なる

場所」は、「あの世界」や「超自然」との接触点とし

て現れます。その接触点が、日常世界やこの世界

の構成との関係性をどのように保つかは、その背

後にある社会の編成類型や複雑性に有機的に依

存します。例えば、オーストラリア・アボリジニーの

ドリーミングでは、コニュニケーション領域・テリト

リー内の随所に祖先との接触点が、この世界の創

造の場所、それが現在でも起こり続けている場所

として偏在しています。一方で、沖ノ島のような隔

絶された聖なる場所は、その隔絶性と日常の生活

世界からの遠隔性が特徴的であり、社会の広域

化や、超自然的存在の分節化・形式化そして限

定化が背景にあると考えられます。このように、偏

在する聖なる場所から隔絶性と遠隔性を持つ個

別化された聖なる場所への進化的な過程、私はこ

れを進化的な過程と捉えておりますが、これを世

界的比較研究の観点から追跡できるのではない

でしょうか。このような方向性というものを私たちは

思考すべきではないでしょうか。また、こうした聖な

る場所は自然の中に現れるだけでなく、人工的に

構築されることもあります。ガミニ先生のご発表で

それらが多く紹介されました。自然環境中の人口

希薄な場所から、都市部の人口集中地に聖なる

場所が建設される過程も、これもまた進化的過程

として捉えられるでしょう。このような偏在から隔絶、

そして自然環境から人工環境への移行を、世界

各地の事例と比較しつつ、沖ノ島をその文脈に位

置づけることが必要だと感じました。その際それと

相関する社会の基礎単位の規模・内容、どの

程度機能分化しているか、階層化しているか、そ

して規模との相関性、他の社会体との関係性に何

らかのパターンがあるか、が重要なポイントとなり

ます。 
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続きまして、宗教と社会的リアリティの相関性であ

ります。宗教の進化的変化は社会における宗教

の機能の変化と深く結びついていると思います。

比較的小規模で単純な社会では、超自然的存在、

これは数多く存在するわけですけれども、それら

に祈りや贈与を捧げることで生活のリスクを軽減し

ようとする役割を果たしていました。しかし社会が

大規模か複雑化するにつれリスクの性質や影響

範囲が変化しそれに伴い、宗教も制度化されて

行きます。具体的には宗教的コミュニケーションの

形式が整備され、主催者や執行者が限定される

ようになります。また様々な行為や所作と、それに

用いられる器具が文化形式化してまいります。ま

たそれらの文化と協議内容の複雑化、多元の文

化が相関するようになると推測されます。例えば

本日石村さんが紹介されました、雪野山古墳など

に典型的に見られる前期古墳の副葬品は、遺体

の周りに種類ごとに assemblage を作って置き分け

られております。その内容は山における行動・思

考に関わるもの、野原におけるまた田畑における

行動・思考に関わるもの、また海原における行動・

思考に関わるもの、また海外との接触に関わる思

考・行動に関わるもの、そして生産物の貯蔵に関

わるものなどに分化している例が見られます。雪

野山古墳の例は典型的な例であります。この背後

に祝詞に見られるような神への“よごと”の文化を

見る立場もあるのと同時に、場合によってはそこに

神観の変遷、日本書紀・古事記における新たな神

の現れとの結びつきというものを読み解く、という

ような立場もあり得るのではないでしょうか。またこ

れは当然、ランベッリ先生の方からお話がありまし

たコスモロジーとも関わります。垂直的なコスモロ

ジーと水平的なコスモロジーが、このような考え方

の中で進化的にどのような関係になるのかというこ

と。これを沖ノ島をめぐって行うことができるのでは

ないかという風に私は感じました。 

最後に貨幣経済と超地域的な宗教、超地域的こ

れは世界宗教とも言われますけれども、これにつ

いても本日の、また昨日の話には直接（お話しが）

出てまいりませんでしたが、私は強いインスピレー

ション・刺激を受けました。そのことについてお話

をさせていただきます。 

貨幣経済への移行が宗教に与えた影響について

考えますと、貨幣経済はこれまで多様だったリスク

を、支払いができるか否かという単一の基準に平

準化いたします。 

しかし同時に支払いができないというリスクそのも

のはその背後にある原因の多様化をもたらし、コ

ミュニティを解体させていきます。このような状況

下で宗教が超地域化するとともに、個別の問題、

個々のコミュニティ、個々の個人が払えるか払え

ないか、この個別の問題をどのようにして扱うのか、

そのことの一つのストラテジーは道徳化であります。

あなたが払えないのはあなたが悪い。なぜ悪いの

かといえばそれはあなたが何らか超越的なものに

対する行いを怠ったからだ。そこに理由を単一化

することによって、多様なリスクというのを一気に解

決する、少なくとも意味づけるという方向性が出て

まいります。これは実はもうお気づきの方もおられ

るように、貨幣化とだけリンクする問題ではありま

せん。社会の複雑化と同時に成層的な社会秩序

だけではなく、もう一度フラットな社会の秩序という

ものの重要性が大きくなっていく。最も人類史に

おける典型においては商人層の析出であります

けれども、商人という上でもなく下でもなく、つなぐ

人物が出てきて、商人に対する依存というものに

個人のその人たちに対する関係性というものが問

題になってくる。自然災害であるとか大きな環境

の変動ではなく、個別の人生の良き・悪きが問題

となってきた時に、それに対応できる宗教は超地

域的・世界的な、ここで私はまだWorld Religion と

いう言葉遣いが意味を持つと考えております。な
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ぜならWorld should be like this「世界とはこのよう

なものであって、個々人がそれにそのように対応

するべきだ」というのがゾロアスター教、ユダヤ教、

キリスト教、仏教であるわけですから、そのような意

味でこれはまさに世界観の宗教であった。そのよ

うなものが現れてきた。そしてそのような宗教世界

への入り口というものが、沖ノ島の宗教の最後に

現れているのではないかという風に私は考えまし

た。 

カール・ヤスパースが提唱した「枢軸時代 Axial 

Age」に登場した世界宗教、超地域的な宗教がこ

のような変化に対応する形で現れたとするならば、

沖ノ島においても類似の変化が認められる可能

性があると思います。実際にそこにはあったと考え

ております。沖ノ島祭祀がこのような枠組みの中で

どのように位置付けられるかを探求することが、さ

らなる学術的価値を引き出す鍵になると考えてお

ります。 

 

結びに以上の考察を通じて、昨日と本日のご講

演を通じて沖ノ島の祭祀を、世界的な宗教や社

会進化の文脈に位置づける意義がさらに明らかと

なり、課題が明確化したと感じます。このような比

較研究のさらなる進化が沖ノ島の学術的価値をさ

らに高めるものと確信しております。ご清聴、誠に

ありがとうございました。 

●佐藤議長 

溝口孝司先生どうもありがとうございました。今、社

会構造の観点からのコメントをいただいたわけで

すけれども、続きまして笹生衛先生から宗教史の

観点からのコメントをいただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

●コメント２：笹生衛「宗像における交流と信仰の 

影響ー宗教史の観点からー」 

ただいまご紹介いただきました、國學院大学の笹

生です。昨日からのいろいろなご講演、非常に刺

激的な内容であったわけですけども、これに対す

るコメントとして、宗像における交流の影響と信仰

の変化・宗教史の観点からということでコメントをさ

せていただきます。スライドの方は恐縮ですが英

語のスライド、話の方は日本語という形で進めさせ

ていただきます。 

最初に、そもそも神・霊魂をどういう風に考えるの

かということになるわけですけども、これにあたって

は地球上各地・地域ごとの特徴的な神・霊魂観を

人類史的に検討する時に何がいいかというと、人

間の脳の認知機能に基づく認知宗教学からの視

点というのは非常に私は重要なのではないかとい

う風に思っております。例えば最近の、これも少し

古くなっていますけども、パスカル・ボイヤー、ジャ

スティン・バレットが指摘する過敏な行為者

（Agents）の探知機能、それから自ら動くものには、

心を直観して心を推しはかるという心の理論、そ

れからスチュアート・ガスリーが指摘する行為者・

神などの人格化の機能、それともう一つ、今、溝

口先生のお話と関わってくるのですが、最近出さ

れたアラ・ノレンザヤンが指摘する広域な人間活

動・交流と超自然的な監視者（Big God）の関係性

です。こういう認知に基づく議論に対して、最近

（これもごく最近ですけども）ジョセフ・ヘンリックに

よる文化進化論からの批判も加えられています。

これらの視点から宗像・沖ノ島、宗像神社の祭祀

信仰の分析が今後は必要になってくるのではな

いかというふうに思っております。ここではこれらの

視点から日本列島の古代から中世にかけての神

観と祭祀について検証してみたいという風に思い

ます。 

 

続きまして、宗教と社会的リアリティの相関性であ

ります。宗教の進化的変化は社会における宗教

の機能の変化と深く結びついていると思います。

比較的小規模で単純な社会では、超自然的存在、

これは数多く存在するわけですけれども、それら

に祈りや贈与を捧げることで生活のリスクを軽減し

ようとする役割を果たしていました。しかし社会が

大規模か複雑化するにつれリスクの性質や影響

範囲が変化しそれに伴い、宗教も制度化されて

行きます。具体的には宗教的コミュニケーションの

形式が整備され、主催者や執行者が限定される

ようになります。また様々な行為や所作と、それに

用いられる器具が文化形式化してまいります。ま

たそれらの文化と協議内容の複雑化、多元の文

化が相関するようになると推測されます。例えば

本日石村さんが紹介されました、雪野山古墳など

に典型的に見られる前期古墳の副葬品は、遺体

の周りに種類ごとに assemblage を作って置き分け

られております。その内容は山における行動・思

考に関わるもの、野原におけるまた田畑における

行動・思考に関わるもの、また海原における行動・

思考に関わるもの、また海外との接触に関わる思

考・行動に関わるもの、そして生産物の貯蔵に関

わるものなどに分化している例が見られます。雪

野山古墳の例は典型的な例であります。この背後

に祝詞に見られるような神への“よごと”の文化を

見る立場もあるのと同時に、場合によってはそこに

神観の変遷、日本書紀・古事記における新たな神

の現れとの結びつきというものを読み解く、という

ような立場もあり得るのではないでしょうか。またこ

れは当然、ランベッリ先生の方からお話がありまし

たコスモロジーとも関わります。垂直的なコスモロ

ジーと水平的なコスモロジーが、このような考え方

の中で進化的にどのような関係になるのかというこ

と。これを沖ノ島をめぐって行うことができるのでは

ないかという風に私は感じました。 

最後に貨幣経済と超地域的な宗教、超地域的こ

れは世界宗教とも言われますけれども、これにつ

いても本日の、また昨日の話には直接（お話しが）

出てまいりませんでしたが、私は強いインスピレー

ション・刺激を受けました。そのことについてお話

をさせていただきます。 

貨幣経済への移行が宗教に与えた影響について

考えますと、貨幣経済はこれまで多様だったリスク

を、支払いができるか否かという単一の基準に平

準化いたします。 

しかし同時に支払いができないというリスクそのも

のはその背後にある原因の多様化をもたらし、コ

ミュニティを解体させていきます。このような状況

下で宗教が超地域化するとともに、個別の問題、

個々のコミュニティ、個々の個人が払えるか払え

ないか、この個別の問題をどのようにして扱うのか、

そのことの一つのストラテジーは道徳化であります。

あなたが払えないのはあなたが悪い。なぜ悪いの

かといえばそれはあなたが何らか超越的なものに

対する行いを怠ったからだ。そこに理由を単一化

することによって、多様なリスクというのを一気に解

決する、少なくとも意味づけるという方向性が出て

まいります。これは実はもうお気づきの方もおられ

るように、貨幣化とだけリンクする問題ではありま

せん。社会の複雑化と同時に成層的な社会秩序

だけではなく、もう一度フラットな社会の秩序という

ものの重要性が大きくなっていく。最も人類史に

おける典型においては商人層の析出であります

けれども、商人という上でもなく下でもなく、つなぐ

人物が出てきて、商人に対する依存というものに

個人のその人たちに対する関係性というものが問

題になってくる。自然災害であるとか大きな環境

の変動ではなく、個別の人生の良き・悪きが問題

となってきた時に、それに対応できる宗教は超地

域的・世界的な、ここで私はまだWorld Religion と

いう言葉遣いが意味を持つと考えております。な
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まず、そもそも祭祀と、それから古社の立地という

ことを少し認知機能から、古社や祭祀遺跡の立地

というものを考えてみたいと思います。４世紀から

8世紀の祭祀遺跡、それと重なる古代の祭祀の場、

神社の立地というものを見てみますと、多くの場合

が灌漑用水などの水源となる山、その山麓、それ

から水陸交通ネットワークの難所や要所となる峠、

港湾、島、岬などがこれにあたってきます。それは

具体的に言うと人間活動に優位な自然環境の働

きが現れる場、というふうにも言っていいわけであ

りまして、そこに現れる働きに神を直感して人格化

し、そこに心を推し量るというプロセスがそこには

働いてくることになります。これは先ほどの認知機

能、認知宗教学の指摘から言うと、人間の脳の認

知機能に根ざす行為だという風に言ってよいのだ

ろうと思います。例えばここにあげてあるのは、カ

シミール 3D で作った奈良盆地の地図です。赤い

ところは、これは古社になります。延喜式の祝詞に

出てくる祈年祭祝詞に出てくる神社、それから石

上神宮、大神神社、広瀬神社。それから主だった

祭祀遺跡をプロットしております。奈良盆地の場

合、延喜式の祈年祭祝詞、一年間の農作の豊穣

を祈る祝詞ですけども、その中には水源である

“水分”、その間口、その山の麓である“山口に座

す神”というのがこちらにプロットした通り出てきて

おります。またこちらがそうですけど、大神神社で

すね。こちらは三輪山麓の祭祀遺跡とそこには大

神神社が立地をしていますし、こちらの方は石上

神宮、それに隣接する布留遺跡、こちらは 5世紀

を中心とする遺跡です。三輪山の周辺には 5 世

紀から 7世紀の祭祀遺跡が立地しています。こう

いう風に見てくると、宗像・沖ノ島の祭祀遺跡と宗

像神社の沖津宮、中津宮、辺津宮の立地、これと

共通してくる。そこに共通する神観は何かというと、

これは古事記・日本書紀、それから延喜式にも出

てきます、その場所に神様がいらっしゃる、そこに

神は坐す（坐す神）、そこにいらっしゃる神様という

考え方です。環境、働きが現れる場所に神様がい

るわけですから、その場で祭祀を行うというプロセ

スがそこでは出てくるということになるわけです。 

 

ではその古代祭祀の基本的な構造ですが、ガミ

ニ先生からもソフトの面、人間の無形の文化財の

部分を留意すべきだというご指摘がありましたけど

も、では古代祭祀とはどういう構造だったのか。こ

こを認知宗教学の視点から見ていきますと、一つ

は認知パターンでは祭祀対象・行為者を人格化

します。ですので、行為者・神と人間との関係には

人間同士の関係が適用されます。人間が貴重な

品や多くの食膳を提供すれば、神・行為者はその

返礼に望ましい働きを恵む。この交換条件ですね。

これが祭祀のメカニズムという風に言ってよいのだ

ろうと思います。また同時に、危険への直感も作

用します。汚れた品、美味しくない食膳を備えたり

する、もしくは礼を失したりした祭祀は神・行為者

の意に反することになり、神は怒り、祟ったり、災

害の原因となる。こういうような関係性が確認でき

るわけです。こういうような状況を前提に 5 世紀以

降の祭祀遺跡から出てくる遺構遺物を復元すると、

大まかに古代の祭祀というのは次の 3段階で行わ

れていた可能性が高いだろうというふうに思って

います。 

 

まず、最初が祭りの準備です。祭祀の準備、祭具

や供献品の製作・調理などが行われます。これに

ついては祭祀遺跡から出てくる鍛冶等の工房跡

や遺物、それから石製模造品の未製品、それから

食前の調理を行う杵や瓢のような調理具ですね、

それが行われます。その次の段階で祭祀が行わ

れることになります。祭祀はそのものが外から見れ

ないように結界をして聖別をする、そのために祭

祀の場は区画遮蔽する垣根が必要になってくると
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いうことになります。この垣根は、日本書紀に出て

くる神籬にこれが当たってくるというふうに私は考

えています。そういう意味でここでは祭祀の実施

に必要な建物群が必要となってくる。そして３番目、

祭祀を行ったままではいけませんので、祭祀を

行った後に供献品・祭具等が収納・撤下されるた

めの高床建物、祭祀で使用した器などが集積さ

れる遺物集積も祭祀遺跡には残されてくることに

なります。そういう意味で 5 世紀代を中心とする祭

祀の場というのはこの１から３の機能を備えた施設

群、こういう風に考えていいのだろうと思います。

そういう意味で、恒久的なモニュメント的な施設と

いうよりも、正常で厳格な祭祀の実施・執行に特

化した施設群というふうに言うことができるわけで、

この下に示しているのは平城宮から出てきた淳仁

天皇の（西暦 758 年に行われた）大嘗宮跡から私

が復元した大嘗宮ですけども、このような条件をき

れいに備えているということになります。 

 

ではその祭祀の場というのを、6 世紀初頭の例で

見ていきたいと思います。その場を区画した垣根

の跡、これも実際の物が出ています。こちらに出し

たのは 6 世紀初頭、群馬県の金井下新田遺跡の

事例です。祭祀遺物を伴う建物群を高さ 3m の網

代垣で区画遮蔽をしておりました。この遺跡は 6

世紀初頭の榛名山の大噴火で火山灰に埋没した

祭祀遺跡です。祭祀の場の網代垣、こういう垣根

ですね。祭祀用の鏡、石製模造品も出ています。

このような遺物が伴っているわけですけども、この

区画の中にはかまどをもつ竪穴住居があります。

竪穴住居があって神饌などの調理も可能という意

味で、これは大嘗宮の中の臼屋・膳屋に相当する

ようなものがすでに 6 世紀初頭の段階で確認でき

るということになります。 

では、古代のこのような祭祀がどういう風に変化す

るのか、その中で環境の変化と交易圏の拡大、こ

れが大いに神観の変化に影響を与えてくる。先ほ

どの溝口先生の視点ともかなり重なってくるかなと

いうふうに思っています。例えば９世紀の後半から

10世紀、日本では気候変動が多く起こり、それで

災害も頻発・激甚化する実態というのがだんだん

明らかになっています。その中で最新の仁王経な

どに基づいて国土を守護する神観が導入されるこ

とになります。法会の場へ神様を呼ぶ、神祇の勧

請というものが 11世紀には確実に行われていたこ

とが資料から確認できます。長保 4 年（西暦 1002

年）の最勝講がそれにあたります。都を守護する

21 社の神々を「王城鎮守諸大明神」として法会の

場に勧請しています。12世紀には地方の神々もこ

の勧請の対象となってきます。その具体的な例が

こちらに、今図面を出しております。これは滋賀県

の塩津港遺跡にあった神社の遺構、そこから出土

した起請文木札です。保延 3年（西暦 1137年）の

記名があります。冒頭の部分には、梵天・帝釈天・

四天王に加え、王城鎮守の八幡・賀茂、当国鎮

守山王七社、当所鎮守五所大明神が勧請対象と

して（この冒頭の部分ですね）ここで唱えられてい

ます。この札を立てた本人は誰かというと、琵琶湖

の水上交通、特に物資の運送を担う人々が建て

たという風に明記されています。自らの誠実な仕

事を誓う内容です。誓いを破れば天・神々の神罰

を受けることを誓約しているわけでありまして、明

確な超自然的な監視者、これはアラ・ノレンザヤン

氏が指摘する Big God に対応する形での位置づ

けが行われています。広域の物流の活発化と日

本の神観、神が勧請の対象となる仏教化した神

への変化ということが、まさにこの時代に起きてい

るわけでありまして、こういうような広域の交通・物

流と密接に関わって神々の考え方が変化をする、

まず、そもそも祭祀と、それから古社の立地という

ことを少し認知機能から、古社や祭祀遺跡の立地

というものを考えてみたいと思います。４世紀から

8世紀の祭祀遺跡、それと重なる古代の祭祀の場、

神社の立地というものを見てみますと、多くの場合

が灌漑用水などの水源となる山、その山麓、それ

から水陸交通ネットワークの難所や要所となる峠、

港湾、島、岬などがこれにあたってきます。それは

具体的に言うと人間活動に優位な自然環境の働

きが現れる場、というふうにも言っていいわけであ

りまして、そこに現れる働きに神を直感して人格化

し、そこに心を推し量るというプロセスがそこには

働いてくることになります。これは先ほどの認知機

能、認知宗教学の指摘から言うと、人間の脳の認

知機能に根ざす行為だという風に言ってよいのだ

ろうと思います。例えばここにあげてあるのは、カ

シミール 3D で作った奈良盆地の地図です。赤い

ところは、これは古社になります。延喜式の祝詞に

出てくる祈年祭祝詞に出てくる神社、それから石

上神宮、大神神社、広瀬神社。それから主だった

祭祀遺跡をプロットしております。奈良盆地の場

合、延喜式の祈年祭祝詞、一年間の農作の豊穣

を祈る祝詞ですけども、その中には水源である

“水分”、その間口、その山の麓である“山口に座

す神”というのがこちらにプロットした通り出てきて

おります。またこちらがそうですけど、大神神社で

すね。こちらは三輪山麓の祭祀遺跡とそこには大

神神社が立地をしていますし、こちらの方は石上

神宮、それに隣接する布留遺跡、こちらは 5世紀

を中心とする遺跡です。三輪山の周辺には 5 世

紀から 7世紀の祭祀遺跡が立地しています。こう

いう風に見てくると、宗像・沖ノ島の祭祀遺跡と宗

像神社の沖津宮、中津宮、辺津宮の立地、これと

共通してくる。そこに共通する神観は何かというと、

これは古事記・日本書紀、それから延喜式にも出

てきます、その場所に神様がいらっしゃる、そこに

神は坐す（坐す神）、そこにいらっしゃる神様という

考え方です。環境、働きが現れる場所に神様がい

るわけですから、その場で祭祀を行うというプロセ

スがそこでは出てくるということになるわけです。 

 

ではその古代祭祀の基本的な構造ですが、ガミ

ニ先生からもソフトの面、人間の無形の文化財の

部分を留意すべきだというご指摘がありましたけど

も、では古代祭祀とはどういう構造だったのか。こ

こを認知宗教学の視点から見ていきますと、一つ

は認知パターンでは祭祀対象・行為者を人格化

します。ですので、行為者・神と人間との関係には

人間同士の関係が適用されます。人間が貴重な

品や多くの食膳を提供すれば、神・行為者はその

返礼に望ましい働きを恵む。この交換条件ですね。

これが祭祀のメカニズムという風に言ってよいのだ

ろうと思います。また同時に、危険への直感も作

用します。汚れた品、美味しくない食膳を備えたり

する、もしくは礼を失したりした祭祀は神・行為者

の意に反することになり、神は怒り、祟ったり、災

害の原因となる。こういうような関係性が確認でき

るわけです。こういうような状況を前提に 5 世紀以

降の祭祀遺跡から出てくる遺構遺物を復元すると、

大まかに古代の祭祀というのは次の 3段階で行わ

れていた可能性が高いだろうというふうに思って

います。 

 

まず、最初が祭りの準備です。祭祀の準備、祭具

や供献品の製作・調理などが行われます。これに

ついては祭祀遺跡から出てくる鍛冶等の工房跡

や遺物、それから石製模造品の未製品、それから

食前の調理を行う杵や瓢のような調理具ですね、

それが行われます。その次の段階で祭祀が行わ

れることになります。祭祀はそのものが外から見れ

ないように結界をして聖別をする、そのために祭

祀の場は区画遮蔽する垣根が必要になってくると
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このように見ていいのではないかという風に考えま

す。 

最後にちょっとまとめておきたいと思います。そう

いう意味で大きな動きとしては、ローカルな Deity

から World Religion の Big God へという大きな流

れが一つあるのではないかと思います。そこには

大きな節目が 2つあります。5世紀と 10世紀の世

界観とネットワークの再編という大きな流れがある

のではないかというふうに考えています。4 世紀の

後半から 5 世紀、ヤマト王権の国家領域、列島の

東西のボーダー意識が形成されます。その中で

大和王権の支配領域・統治領域である天下という

範囲がイメージされて、それを支える生産とネット

ワークを維持する現象に行為者を直観してそこで

祭祀を行う。宗像の神を含めた「〜に坐す神」の

神観がここで形成をされます。大和王権律令国家

を支える日本列島のローカルな神、Deity の成立

ということになるわけです。E・フラー・トリーが指摘

する、国家形成と宗教との関係に対応してくるとい

うふうに私は考えております。神祇令が規定する

古代の神祇祭祀の体制はここから連続していくと

いうふうに考えます。日本列島の環境に坐ます神

のローカルな神への祭祀を行うことで、交通・産業

の安定と国土の安寧を国家行政として保障する、

これがこの段階での祭祀で、そこにやはり宗像の

神々も含まれているこういう風に見ていいのでは

ないかと思います。これが大きく変化をするのが

10世紀から 11世紀、中国朝鮮半島との交易・交

流が活発化する中で、日本列島が広域の東アジ

ア交易圏に組み込まれることになります。北宋を

中心とした新たな文化・信仰も流入、震旦・天竺を

加えた広域の世界観が現実化してきます。交易・

交流における相互の信用度 (本当にこの人は信

用していいかどうかということですね) を保証する

超自然的な監視者 Big Godがここで必要になって

きます。日本列島のローカルな Deity(神祇)は世

界宗教(仏教)の Big God(仏・菩薩・天)の体系にこ

こで統合される方向へと動いてきます。宗像の

神々と祭祀信仰もこのプロセスで変容してしたの

ではないか、勧請される神（人間が場の環境と関

係なく招くことのできる神）と、それともう一つ現在

の神社の形ですね、流造りに代表される神社の形、

これは東アジア的に見ると廟という風に言ってもい

いかもしれません。廟形態の社殿の成立がここで

達成されるこういう風に見ていいかなというふうに

思っています。例えばこれは宗像大社の辺津宮

の本殿です。こちらの方は滋賀県の三井寺にある

護法善神堂というお堂です。基本的には同じ流造

りになっていて、この中には 12世紀の護法善神の

立像が安置をされているということになります。こ

れをただ見ると神社の流造りの本殿に見えますけ

ども、これはお寺のお堂ということになります。日

本列島でもこの後 12 世紀には、貨幣による市場

経済が展開をし始め、ジョセフ・ヘンリックは西

ヨーロッパのカロリング朝以降のキリスト教教義、

具体的に言うと近親婚の禁止と一夫一婦制の婚

姻形態、これによって古代氏族が解体し、それ以

降非常に流動的になった人間関係の中で都市市

場経済が発展をし、これを基盤に西ヨーロッパ的

な価値観が成立をしてくるのではないか、という指

摘を近年しておりますけども、日本列島において

もこの古代的な集団の解体、それから物流の活発

化、貨幣経済の導入、こういうような動きがおそら

く日本列島においても 11世紀から 12世紀にかけ

て具体化して、新たな神仏信仰の展開と中世的

社会の展開も同じような流れの中で考えることが

できるのかもしれない、と現在考えているところで

す。このような大きな流れで宗像を考えてもいいの

かなと思います。それと今回のご講演のお話、そ

れから先ほどの溝口先生のお話ともかなり辻褄が

合ってくる、説明ができるのではないかと今回に
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参加して心強く思ったところでコメントを終わりにさ

せていただきます。どうもご清聴ありがとうございま

した。 

●佐藤議長 

ありがとうございました。ここで、溝口先生、笹生先

生からのコメントを受けて、討議したいと思います。

お二方のコメントの中でも出てきたことですけれど

も、これまで 5 人の先生のご講演の中で、様々な

諸地域における祭祀の在り方とそれの変遷につ

いて宗像・沖ノ島の比較研究という視点からも非

常に有益なお話を伺うことができたと思っておりま

す。それと絡めて言いますと、今の溝口先生のお

話の中でいくつかご指摘があったわけであります

けれども、例えば 1 つは垂直的なコスモロジーと

水平的なコスモロジーについてお話があったとい

うふうに思います。それから沖ノ島の祭祀の最後と

いうのを宗教としてどこに位置付けられるか、これ

についてはこれまでのご講演の中でも仏教との関

係を指摘するという話もありましたけれども、そう

いったところが私は課題になるかなという風に思

いました。また笹生先生は私の方でちょっと意味

を勝手にとらせていただきますと、どこどこに坐ま

す神ということで、神をどこに位置づけるかというと

ころで、神と人間と交流のあり方と言いましょうか、

というところで捉えることができるということで、基本

的に日本の神々というのは水源とかあるいは水陸

交通の要衝の場所に神がおられるというようなこと

で、その際、沖ノ島をどう捉えるかということになっ

てくるかなと思います。また９世紀から10世紀にか

けての気候変動などを受けて、10世紀・11世紀の

中国・朝鮮における東アジアの社会的な変動にも

応じまして、その中で坐ます神から勧請される神

になってくるという、神様をお迎えしてそこでお祭

りをするという形になっていくという変化があって、

それと神社の形がどうリンクするかというようなこと

が話題になろうかなというふうに思いました。これ

についての議論をしたいと思いますけれども、今

のお二人のコメントも受けまして、一つはあの垂直

的なコスモロジーと水平的なコスモロジーについ

てはファビオ・ランベッリ先生がお話になったので、

お二方のあるいは溝口先生のお話を伺ってコメン

トをいただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

●ランベッリ 

ありがとうございます。では何点かコメントをしてみ

たいと思います。まず溝口先生そして笹生先生の

発表ですけれども、大変広く包括的なお話をいた

だきました。主なトレンドといたしまして、東アジア

の宗教文化に関してのお話、特に宗像のお話を

いただきました。またその中で重要な要素をお話

いただいたと思います。これまでディスカッションし

てなかった 1 つは貨幣経済に関して、そしてもう１

つは国際的な交易に関しましてです。この交易と

いうのは単なるそのトリビュートのためだというわけ

ではなくて、利益を上げるための交易、そしてまた

仏教寺院がその貨幣経済においても重要な役割

を果たしたということで、これが日本の仏教寺院と

スリランカと分けるものであり、交易というのはスリラ

ンカにおいては移民(オランダ人やアラブ人)が

行ったわけですけれども、日本はそうではなかっ

た、そのような違いがあります。またこれが宗教的

価値の変容にもつながっていると思います。仏教

に関しましてはまず国家の保護、そして利益という

ものを集積し、そのためにその仏教を使うというよ

うな変遷も見られました。それからその変化、これ

は神の役割の変化にもつながって（関連して）い

ます。笹生先生がおっしゃったように、古代の神と

いうのはある場所に存在をしていました。一方で

中世になりますと、特にその古代の後半から中世

に入りまして仏教の影響もありまして、神がある場

所に呼ばれるようになりました。そこでリレーが行

このように見ていいのではないかという風に考えま

す。 

最後にちょっとまとめておきたいと思います。そう

いう意味で大きな動きとしては、ローカルな Deity

から World Religion の Big God へという大きな流

れが一つあるのではないかと思います。そこには

大きな節目が 2つあります。5世紀と 10世紀の世

界観とネットワークの再編という大きな流れがある

のではないかというふうに考えています。4 世紀の

後半から 5 世紀、ヤマト王権の国家領域、列島の

東西のボーダー意識が形成されます。その中で

大和王権の支配領域・統治領域である天下という

範囲がイメージされて、それを支える生産とネット

ワークを維持する現象に行為者を直観してそこで

祭祀を行う。宗像の神を含めた「〜に坐す神」の

神観がここで形成をされます。大和王権律令国家

を支える日本列島のローカルな神、Deity の成立

ということになるわけです。E・フラー・トリーが指摘

する、国家形成と宗教との関係に対応してくるとい

うふうに私は考えております。神祇令が規定する

古代の神祇祭祀の体制はここから連続していくと

いうふうに考えます。日本列島の環境に坐ます神

のローカルな神への祭祀を行うことで、交通・産業

の安定と国土の安寧を国家行政として保障する、

これがこの段階での祭祀で、そこにやはり宗像の

神々も含まれているこういう風に見ていいのでは

ないかと思います。これが大きく変化をするのが

10世紀から 11世紀、中国朝鮮半島との交易・交

流が活発化する中で、日本列島が広域の東アジ

ア交易圏に組み込まれることになります。北宋を

中心とした新たな文化・信仰も流入、震旦・天竺を

加えた広域の世界観が現実化してきます。交易・

交流における相互の信用度 (本当にこの人は信

用していいかどうかということですね) を保証する

超自然的な監視者 Big Godがここで必要になって

きます。日本列島のローカルな Deity(神祇)は世

界宗教(仏教)の Big God(仏・菩薩・天)の体系にこ

こで統合される方向へと動いてきます。宗像の

神々と祭祀信仰もこのプロセスで変容してしたの

ではないか、勧請される神（人間が場の環境と関

係なく招くことのできる神）と、それともう一つ現在

の神社の形ですね、流造りに代表される神社の形、

これは東アジア的に見ると廟という風に言ってもい

いかもしれません。廟形態の社殿の成立がここで

達成されるこういう風に見ていいかなというふうに

思っています。例えばこれは宗像大社の辺津宮

の本殿です。こちらの方は滋賀県の三井寺にある

護法善神堂というお堂です。基本的には同じ流造

りになっていて、この中には 12世紀の護法善神の

立像が安置をされているということになります。こ

れをただ見ると神社の流造りの本殿に見えますけ

ども、これはお寺のお堂ということになります。日

本列島でもこの後 12 世紀には、貨幣による市場

経済が展開をし始め、ジョセフ・ヘンリックは西

ヨーロッパのカロリング朝以降のキリスト教教義、

具体的に言うと近親婚の禁止と一夫一婦制の婚

姻形態、これによって古代氏族が解体し、それ以

降非常に流動的になった人間関係の中で都市市

場経済が発展をし、これを基盤に西ヨーロッパ的

な価値観が成立をしてくるのではないか、という指

摘を近年しておりますけども、日本列島において

もこの古代的な集団の解体、それから物流の活発

化、貨幣経済の導入、こういうような動きがおそら

く日本列島においても 11世紀から 12世紀にかけ

て具体化して、新たな神仏信仰の展開と中世的

社会の展開も同じような流れの中で考えることが

できるのかもしれない、と現在考えているところで

す。このような大きな流れで宗像を考えてもいいの

かなと思います。それと今回のご講演のお話、そ

れから先ほどの溝口先生のお話ともかなり辻褄が

合ってくる、説明ができるのではないかと今回に
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われてまだ神を繰り返すというようなことになった

わけです。これはインドが神に対応している方法と

似通っています。これも大変重要です。それから

江戸期になりまして、また神がその場所に存在す

るようになりました。このような何度か変遷が起こっ

たわけです。 

私いくつか質問がありまして、笹生先生がおっ

しゃった宋のお話ですが、この宋朝の影響です。

これは貨幣経済もそうですし、宗教の変遷にも関

係しています。一方で金ですけれどもこれも大変

重要で平安期末に影響を与えたと思います。その

金というのは大変重要な宗教性というのを持って

おりました。それが日本におきます仏教だとか宗

教全体に対して影響を与えたと思っています。そ

れから溝口先生のお話ですが、これは質問という

よりもコメントです。先生の話の中で非実用性とい

う話がありました。そしてまた超自然的な要素の話

もありました。この超自然的な要素というのは、そ

もそも神というのはもともとこの超自然的なもので、

キリスト教的なお話でメタヒューマンという言葉を

使う場合にはありますけれども、超自然的という言

葉を神だとか魂だとかこういったものに関しての説

明に使うのに相応しい言葉なのかということです。

それからこういった形で考える時にまた別のつな

がりがあります。人の Agents とその人以外（不明）

の間の相互作用というところも考える必要があるの

かなというふうに思います。これはコメントではあり

ますけれども。 

●佐藤議長 

ファビオ先生からのご意見について、宋と金です

よね。北方民族の国になると思いますけれども、

金の影響を日本史で考えることは少ないわけです

けれども、いかがでしょうか？ 

●笹生 

その問題は、隣にお座りの田中先生の方が専門

かなと思いますが、先ほどもちょっと田中先生とも

雑談をしていたのですが、特に 10 世紀の問題と

いうのが東アジア全体が非常に混乱期に入る時

期です。唐が 10 世紀の初頭に滅亡した後、五代

十国という混乱期に入ってくる。今度はその中で

小さな国ができてきて例えば呉越なので、銭弘俶

が宝篋印塔を送ってきたり、また中国では 9 世紀

に失われてしまった経典が日本には残っているの

で逆輸入したいと、日本に残っている経典をもら

いたいという使者が日本に来るという形で、ある意

味唐やその後の北宋のような統一的な動きという

よりは、地域ごとに個別にやっている状況というの

が、どうも 10 世紀の早い段階ではないか。ですか

ら金も当然入ってきて、私もいくつか論文を読ん

で記憶をしているのですが、それはおそらく個別

の状況で、それぞれの勢力もしくは寺院なりお坊

さんなり宗教施設もしくは地方有力者が、個別に

対応していたので、ある意味では文献では少し見

えづらいというのが実態なのではないかなと思い

ます。これはあくまでも私の予想です。田中先生

何か補足があれば。田中先生ふってしまって申し

訳ありません。 

●佐藤議長 

田中先生お願いします。 

●田中 

確かに金の影響を最近指摘する論文があると思

います。ただやはり、呉越とか宋に比べると少ない

という印象を持ちます。呉越や宋は、東の海の向

こうまで影響を及ぼす意志がありました。でも金は

それがあまり見えないですね。ですからその辺で

影響力の差は出ていると思います。 
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●佐藤議長 

溝口先生お願いします。 

●溝口議長 

ランベッリ先生、非常に含意な implication に富む

コメントありがとうございました。私も super natural

という言葉にはすごく居心地の悪さを感じておりま

す。といいますのは、super ではなくて behind 

natural でありまして、しかも自然の背後にどのよう

な作用主体＝agentと言ってもよろしいですけれど

も、まあそれを differentiate /articulateするかとい

うことによって、私は宗教的な進化の段階というの

をたどれるのではないかと思っているわけでありま

す。すなわち最も primitive という言い方は使いた

くありませんけれども、simple and small scaleの社

会において articulateされる、そのような力というの

は生活世界において現れてくるリスク一つ一つに

対応して、それに対してどのような reasoning・理屈

づけをするのかということによって articulateされて

きます。そのような形でその agents 間の関係は

flat/horizontal なものです。ところがその社会とい

うのが規模を増大させて、そして複雑性を増す、

中でも stratified/ hierarchized が進むとそこで対

処されるべき問題というのが抽象化されてきます。

政治的なものになったり経済的なものになったり。

そうすると agentの数は必然的に減っていきます。

それと同時にその agent が人間社会に対して行う

response/action というものについてもその力という

のはより強くなり具体的になってきます。そうすると

それに対して人間の方が人間の responseどのよう

に organize するかということにおいて形式化が進

んでくるということですね。ですので、それは社会

の規模の増大、社会の複雑性の増大とそれから、

agentive / God like entityですね、というものの性

格の変化と対応してくるということです。ですので、

沖ノ島で起こっていることというのは実は aministic 

/ aminicにも見えながら、しかし背後にある社会は

すでにかなり大規模になっており、その社会が

respond すべきリスクというものもかなり抽象化され

ていたので、そこで現れている神というのは一方

では abstract and formalized and institutionalized 

as a same time, they still have remnants of aminic 

believes でもアニミストのその痕跡を残していると

いうことです。ですから政治であれ経済的であれ、

その自然に対するアクションをとるということでこの

ような形で祖先というイメージのもとで形作られて

きたと思います。そのような様相というのが沖ノ島

に出ているのではないかという風に考えています。

そのような意味でランベッリ先生がおっしゃったこ

とを展開させていただきましたが、super natural以

外にどういう言葉を使ったらいいか教えていただ

ければまた幸いでもあります。 

●佐藤議長 

よろしいでしょうか？それでは次に移らせていた

だきます。ご質問の中にいくつかこれに関連した

ものがありました。ご講演の中でも、例えばイース

トアングリアだとか、あるいはスリランカ、あるいは

南太平洋の諸島とかにおいて、在来の信仰が後

からやってきた新しい信仰に置き換わるというよう

な時に、前の信仰がどうなったのかということを伺

いたいというご質問がありました。これについては

沖ノ島も祭祀遺跡の中では祭祀のあり方が岩の

上から岩陰になったり、半岩陰になったり、より広

い場所になっていくというような変化はあるけれど

も、祭祀者自身はおそらく変わらないでいると思う

のです。それに対してこの 5 つのご報告（講演）を

いただいたものの中では、祭祀者も新しい人たち

が来て代わる場合もあると言うのが、少し違うかな

とは思うのですが、それをちょっと対比したいと思

いますので、そういう視点でそれぞれ、例えばケイ

ナー先生いかがでしょうか？ 

われてまだ神を繰り返すというようなことになった

わけです。これはインドが神に対応している方法と

似通っています。これも大変重要です。それから

江戸期になりまして、また神がその場所に存在す

るようになりました。このような何度か変遷が起こっ

たわけです。 

私いくつか質問がありまして、笹生先生がおっ

しゃった宋のお話ですが、この宋朝の影響です。

これは貨幣経済もそうですし、宗教の変遷にも関

係しています。一方で金ですけれどもこれも大変

重要で平安期末に影響を与えたと思います。その

金というのは大変重要な宗教性というのを持って

おりました。それが日本におきます仏教だとか宗

教全体に対して影響を与えたと思っています。そ

れから溝口先生のお話ですが、これは質問という

よりもコメントです。先生の話の中で非実用性とい

う話がありました。そしてまた超自然的な要素の話

もありました。この超自然的な要素というのは、そ

もそも神というのはもともとこの超自然的なもので、

キリスト教的なお話でメタヒューマンという言葉を

使う場合にはありますけれども、超自然的という言

葉を神だとか魂だとかこういったものに関しての説

明に使うのに相応しい言葉なのかということです。

それからこういった形で考える時にまた別のつな

がりがあります。人の Agents とその人以外（不明）

の間の相互作用というところも考える必要があるの

かなというふうに思います。これはコメントではあり

ますけれども。 

●佐藤議長 

ファビオ先生からのご意見について、宋と金です

よね。北方民族の国になると思いますけれども、

金の影響を日本史で考えることは少ないわけです

けれども、いかがでしょうか？ 

●笹生 

その問題は、隣にお座りの田中先生の方が専門

かなと思いますが、先ほどもちょっと田中先生とも

雑談をしていたのですが、特に 10 世紀の問題と

いうのが東アジア全体が非常に混乱期に入る時

期です。唐が 10 世紀の初頭に滅亡した後、五代

十国という混乱期に入ってくる。今度はその中で

小さな国ができてきて例えば呉越なので、銭弘俶

が宝篋印塔を送ってきたり、また中国では 9 世紀

に失われてしまった経典が日本には残っているの

で逆輸入したいと、日本に残っている経典をもら

いたいという使者が日本に来るという形で、ある意

味唐やその後の北宋のような統一的な動きという

よりは、地域ごとに個別にやっている状況というの

が、どうも 10 世紀の早い段階ではないか。ですか

ら金も当然入ってきて、私もいくつか論文を読ん

で記憶をしているのですが、それはおそらく個別

の状況で、それぞれの勢力もしくは寺院なりお坊

さんなり宗教施設もしくは地方有力者が、個別に

対応していたので、ある意味では文献では少し見

えづらいというのが実態なのではないかなと思い

ます。これはあくまでも私の予想です。田中先生

何か補足があれば。田中先生ふってしまって申し

訳ありません。 

●佐藤議長 

田中先生お願いします。 

●田中 

確かに金の影響を最近指摘する論文があると思

います。ただやはり、呉越とか宋に比べると少ない

という印象を持ちます。呉越や宋は、東の海の向

こうまで影響を及ぼす意志がありました。でも金は

それがあまり見えないですね。ですからその辺で

影響力の差は出ていると思います。 
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●ケイナー 

ご質問ありがとうございます。そうですね。とても興

味深い内容がイーストアングリアにあると思います。

このイーストアングリアで、貨幣が製造されたのが

かなり早い時期でした。現在同僚が日本列島の

特に弥生時代あるいはその前の貨幣について研

究をしておりますが、私たちの観点から申し上げ

ますと（これは後で考えると、ということになるので

すけれども）、貨幣を使い始めて経済的なメカニ

ズムが始まったと考えます。例えば人々が最初に

この貨幣を使った時にはこれがどういう方向に行く

かということは考えなかったと思うのです。ですか

ら溝口先生がこのような起源について書かれてい

らっしゃいますけれども、考古学者は何らかの起

源に基づくナラティブということを考えて、そして何

が起こっているかということをたやすく考えがちな

のですが、ここは慎重に考えなければならないと

思います。昨日はあまり時間がなく、この貨幣ある

いは硬貨を使い始めたときの世界に言及できませ

んでしたが、非常に多くの銀貨（中東で９世紀から

11 世紀に作られたもの）がバイキングで有名なス

ウェーデンで見つかりました。非常に多くのコイン

が見つかったのですが、これは本当に貨幣経済

の発展の始まりなのか、あるいは材質自体に価値

があったのかということなのです。例えば日本の場

合は和同開珎だと思いますが、それほど量は多く

なかったわけですけれども、でもその重要性は何

なのかということです。それと同時に考えなければ

ならないのが中国で作られた鏡です。例えば三角

縁神獣鏡などです。これは中国で作られたもので

ありますけれども、日本に来た時は中国と同じよう

な価値を維持していたのか、それともシンボリック

な意味が付け加えられたのか、そしてこれがどの

ようにして現在のその信仰体系に組み入れられた

のかということを考えなければならないと思います。

そして先ほどの溝口先生のコメントに関連して、

カール・ヤスパースのその枢軸世界ですが、オッ

クスフォード大学には非常に大規模なデータシス

テムがあり、このカール・ヤスパースの研究につい

て、多くのデータがあります。最終的な結論として

非常に大きな視点から見ると多くの歴史的なニュ

アンスの特異性を失ってしまうという結論が出てい

ます。ですからカール・ヤスパースのアプローチに

対して、もちろんどうしてそれが非常に魅力的だっ

たかというのはわかりますけれども、やはり懐疑的

な面も持っております。 

●溝口議長 

今のケイナー先生のコメントに答える形で、垂直

性と水平性のお話にもう一度戻りたいと思います。

いわゆる枢軸時代に現れてきたリスクの一つとし

て、ヤスパース自身は多様性それからライフコー

スの個人ごとの多様性というものの増大というもの

を強調しましたが、もう一つは生活世界の中で一

人一人が持てる空間イメージというのが非常に拡

大したということがあるではないかと思います。そ

の時に（super natural はだめですね）、God のイ

メージの transcendentality が非常に増大する、す

なわち届かないところにいる人の行いというのが、

自分にも影響を及ぼしてくるということが日常的に

感じられるようになった時に神観が変容する、質

的に変容したということがあったのではないかと思

います。ランベッリ先生にコメントいただきたいの

ですが、その時に異なる形での水平性、異なる形

での垂直性というのが一気（at once）に構成され

たのではないか、それはどういうことかというと垂直

の頂点にあるのが natural beings ではなくて(星で

あるとか月であるとか、またそれにリンクした being

ではなくて)、transcendent だから星とか月とかの

動きすらもコントロールするようなものがトップにい

るというイメージが一つ出てくる。そしてそれが及

ぼす秩序の領域というのは無限 limitless であると
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いうようなことが再導入されたのではないか。そこ

で最後に弥生時代の話に戻りますけれども、そう

いう新しい horizontalityと verticality が出てくる糸

口、initiation point というか、そういうものが弥生時

代の中期の後半、楽浪郡ができたということにもし

かしたらあったのではないか、そういう遠くの人と

の結びつきというのが、自分の日常の世界に影響

を及ぼしてくる、そうすると potentiality としてです

けれども、transcendental な神様みたいなもののイ

メージというのもそこから現れてくる可能性が出て

くる、そういう風なことがあるのではないかというこ

とを、今伺っていて感じました。ですので、そういう

風な水平性と垂直性の concrete な horizontality

と  verticality、それからもっと transcendent と

abstract というものについてランベッリ先生はどの

ようにお考えであるのか、沖ノ島におけるそれと結

びつけて、私は（ランベッリ先生に）お聞きしたい

なと思いました。 

●佐藤議長 

ランベッリ先生よろしいですか？ 

●ランベッリ 

ありがとうございます。この origin 起源については

非常に難しい問題ですね。垂直と水平のコスモロ

ジーは、これはやはりあるコミュニティの毎日の生

活の中でどんな形の生活をしているかによると思

います。もちろん社会が階層的に複雑になるにつ

れてこのあたりが複雑性を増してくるのですが、も

ともとは、例えば漁業のコミュニティのような水平性

の強いところはそこがまた複雑になります。もしく

はそれが拡大して他のものと繋がっていくというこ

とになると思います。例えばもし階層性の強い社

会があったとします。最初はそうだとしても、それ

がそのままで続くだけではなく、水平性のある社

会との間で何らかの作用を起こしていくということ

もあり うる と思います。超自然でしょ うか、

transcendent という言葉を使われましたけれども、

キリスト教ではそれなりの説明の仕方があると思い

ますが、私はどちらかと言えば仏教に引きずられ

がちなコメントになります。東北大学の佐藤 弘夫

先生が書かれたものを読んでおりましたけども、そ

の中で様々な法典に書かれた中で神々と示され

ていますが、それとはまた別の神の存在があると

いうことです。例えば仏像の中に宿る神ですね。

ブッダが形となったのが仏像なんですけれども。

それに対して人は様々なリアクションの仕方をす

ると思います。理論的にはブッダというのは、もとも

とは抽象的なものです。誰か、人を表すものでは

ありません。状態、それを一つの形にしたものが

仏像ということになるわけですけれども、もともとは

非常に抽象的なことを指す言葉です。鎌倉時代

の真言宗の僧が書いた書物の中で、真のブッダと

いうのは、目の前の仏像ではあるがそれは私たち

に見える形であって、本当のブッダというのは目に

見えないところにいる、仏像はそれが宿ったもの

だと彼は書いています。非常に学識の高い僧が

書いた言葉です。ですから様々な概念の質問を

しています。実際の価値というのが仏像という風に

具現化されたがゆえに価値が縮んでしまう、小さく

なってしまうというようなことを言っていると思いま

す。そういうことについても、多分世界的に見ると

似たような繋がりというのを見て取ることができると

思います。神と聖なる魂との関わりということをキリ

スト教では言うでしょうけれども、少なくとも中世の

仏教の中では今言ったような捉え方がされると思

います。以上です。 

●佐藤議長 

リニア・ヤニク先生お願いいたします。 

●ケイナー 

ご質問ありがとうございます。そうですね。とても興

味深い内容がイーストアングリアにあると思います。

このイーストアングリアで、貨幣が製造されたのが

かなり早い時期でした。現在同僚が日本列島の

特に弥生時代あるいはその前の貨幣について研

究をしておりますが、私たちの観点から申し上げ

ますと（これは後で考えると、ということになるので

すけれども）、貨幣を使い始めて経済的なメカニ

ズムが始まったと考えます。例えば人々が最初に

この貨幣を使った時にはこれがどういう方向に行く

かということは考えなかったと思うのです。ですか

ら溝口先生がこのような起源について書かれてい

らっしゃいますけれども、考古学者は何らかの起

源に基づくナラティブということを考えて、そして何

が起こっているかということをたやすく考えがちな

のですが、ここは慎重に考えなければならないと

思います。昨日はあまり時間がなく、この貨幣ある

いは硬貨を使い始めたときの世界に言及できませ

んでしたが、非常に多くの銀貨（中東で９世紀から

11 世紀に作られたもの）がバイキングで有名なス

ウェーデンで見つかりました。非常に多くのコイン

が見つかったのですが、これは本当に貨幣経済

の発展の始まりなのか、あるいは材質自体に価値

があったのかということなのです。例えば日本の場

合は和同開珎だと思いますが、それほど量は多く

なかったわけですけれども、でもその重要性は何

なのかということです。それと同時に考えなければ

ならないのが中国で作られた鏡です。例えば三角

縁神獣鏡などです。これは中国で作られたもので

ありますけれども、日本に来た時は中国と同じよう

な価値を維持していたのか、それともシンボリック

な意味が付け加えられたのか、そしてこれがどの

ようにして現在のその信仰体系に組み入れられた

のかということを考えなければならないと思います。

そして先ほどの溝口先生のコメントに関連して、

カール・ヤスパースのその枢軸世界ですが、オッ

クスフォード大学には非常に大規模なデータシス

テムがあり、このカール・ヤスパースの研究につい

て、多くのデータがあります。最終的な結論として

非常に大きな視点から見ると多くの歴史的なニュ

アンスの特異性を失ってしまうという結論が出てい

ます。ですからカール・ヤスパースのアプローチに

対して、もちろんどうしてそれが非常に魅力的だっ

たかというのはわかりますけれども、やはり懐疑的

な面も持っております。 

●溝口議長 

今のケイナー先生のコメントに答える形で、垂直

性と水平性のお話にもう一度戻りたいと思います。

いわゆる枢軸時代に現れてきたリスクの一つとし

て、ヤスパース自身は多様性それからライフコー

スの個人ごとの多様性というものの増大というもの

を強調しましたが、もう一つは生活世界の中で一

人一人が持てる空間イメージというのが非常に拡

大したということがあるではないかと思います。そ

の時に（super natural はだめですね）、God のイ

メージの transcendentality が非常に増大する、す

なわち届かないところにいる人の行いというのが、

自分にも影響を及ぼしてくるということが日常的に

感じられるようになった時に神観が変容する、質

的に変容したということがあったのではないかと思

います。ランベッリ先生にコメントいただきたいの

ですが、その時に異なる形での水平性、異なる形

での垂直性というのが一気（at once）に構成され

たのではないか、それはどういうことかというと垂直

の頂点にあるのが natural beings ではなくて(星で

あるとか月であるとか、またそれにリンクした being

ではなくて)、transcendent だから星とか月とかの

動きすらもコントロールするようなものがトップにい

るというイメージが一つ出てくる。そしてそれが及

ぼす秩序の領域というのは無限 limitless であると
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●ヤニク 

失礼いたします。私自身は今日のトピックになって

いる沖ノ島のことはあまり知りません。ヨーロッパ芸

術が専門のものです。このアートというのはちょう

ど見えない世界と見える世界の間に存在します。

サンド先生やランベッリ先生のお話であったように、

実はその間の世界というのが欠けているという状

態があると思います。それが重要だと思っていま

す。宗教的な信仰の中ではいつもそこには白黒

はっきりした部分だけではなく、その間のグレーエ

リアというのがあるのだということを言っています。

ここを指摘したいです。 

●佐藤議長 

サンド先生、お願いします。 

●サンド 

失礼しますサンドです。太平洋からの見方という

のをご紹介したいと思います。面積的には地球の

3分の 1にあたる面積に広がった地域ですけれど

も、表面面積は小さいところです。例えば何か問

題に対して何かの解決法が出てくる、しかしなが

らそれに対して何らかの行為がなされるとそういう

場合、さきほどの投げかけに答えようとしている 

のですけれども、そのような状況というのはありま

すね。解決したかと思うとまた違う圧力がかかって

くるということです。そしてそこは中心に向かってさ

まざまなことが起こりますけれども、その周りにもっ

と広い世界が広がっている、そしてそこは小さい

けれどもそれぞれの特徴を持った地域だというこ

と、これを忘れがちです。例えばキリスト教などと

いうどれかの宗教に特定したことではなく、特に島

という環境においては見られることです。さまざま

な昔からのやり方を踏襲したいという作用が働きま

す。そして台湾もそうだと思いますが、300 年前そ

こに中国から人が入って来た時に台湾の原住民

の人たちは山の方へ、山奥へと移っていったとい

うことがありますね。そういうことが島国では起こり

がちです。しかし日本は違いますね。流れは反対

でした。山の上に住んでいた人たちを陸の方へ山

の下の方へ連れてきたという逆の例です。いずれ

にせよ何らかの外からの影響が入ってきた時には、

もともとあったものというのが変わるという作用が起

きます。4 世紀から 9 世紀、宗像で起きたことは非

常に意識がしやすかったと考えます。先ほどのグ

レーエリアにかけて言いますと、こういうやり取りと

いうのがエリート層・上層階級の方にどんなインパ

クトを与えていたのか、そしてその影響は下層の

人たちにどのような影響があったのか、しかしなが

ら上層・下級とあっても、やはり海を渡るには船を

漕ぐ人が必要です。多くの場合その人たちは高い

地位にはいません。ですから社会内でどのような

関係がその時にあったのか。もちろん行きにくい、

アクセスしにくいところもある場合、そこに海があれ

ば船を出してもらわなければならない、波の高い

ようなところの航行であれば熟練した航海者が必

要になります。先ほどのグレイゾーンにかけて言

いますと、そのような形で上流階級とそうではない

階級があったとすると、そこを結ぶ間で、どういうこ

とが起きていたのか、どういう人がいたのかというこ

とです。ヨーロッパの中世のことを考えますと、もち

ろん文献がありますけれどもその中には欠落した

ところがあります。ヨーロッパの当時の人口の 8 割

は書かれたものには興味を持たなかったということ

です。ですからコミュニケーションというものがどの

ようになされていたのかというのも一つの面白い切

り口だと思います。先ほどおっしゃったことはまさ

に的を射ていると思います。複雑性を見ていく中

では、その中で欠落をしているところをしっかりと

見ていかないと全体の理解にはならないということ

です。これは古代も今も同じです。 
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●佐藤議長 

在来の信仰文化とどういうふうにリンクするかという

ことについては、白黒ということではなく、階層的・

重層的に平存したり、あるいは複合的になってい

くということがあるということかなと思いました。ケイ

ナー先生、手が上がりましたのでお願いします。 

●ケイナー 

ありがとうございます。このディスカッションはどん

どん興味深くなってきております。何点か観察した

ことを共有したいと思います。実際に比較をする

中でノートを取ったことがございます。私が一つ気

に留めましたのは、このような大変複雑な沖ノ島に

まつわる物語がありますけれども、これをどのよう

に説明していくのか、すなわち来訪者に対して

（世界遺産になったのでやはり来訪者も増えてい

ると思いますけれどもその方々に）どのように説明

するのか、またこのような複雑性というものをどのよ

うにニュアンスも含めて説明できるのか、と思いま

した。私は新石器時代の専門家です。例えば神

道の初期そして仏教の導入だとかそれから水平コ

スモロジー・垂直コスモロジー、また海洋信仰いろ

んなものがありますけれども、おそらく半日くらい

でこの沖ノ島だとか宗像の方にいらっしゃった訪

問者に対してどのようにこういった宗教的体験とい

うものを説明するのか、こういったことを理解しても

らうのか、それを通して来訪者たちのその記憶に

残るようにするためにはどのようなことができるの

か（気になります）。まず一つはエリート層とそれか

ら庶民ということ。いくつかの沖ノ島の信仰のエッ

センスというのは、例えば今現在の宗像に住んで

いる漁民の中に残っているもの、伝統とは違うかも

しれませんけれども、例えばヤマト王権（奈良）に

関して、彼らが何をしようとしたのか、地元の方々

の慣習として残っているもの、いろんな関わり合い

がいろんなレベルで起こったのだと思います。ま

た私自身が日本の別の場所、出雲の須佐神社に

行った時の経験からお話をいたします。この時は

日本の仲間の方々と行きました。この神社の宮司

の方が大変大きな丸い動物の骨を箱から出してく

れました。そこに刀のマークがついていて、彼は

言いました。「我々の世界ではこれこそがヤマタノ

オロチ伝説の痕跡である」と。7つの頭を持った者

をこのスサノオが殺した。こういった話が残るわけ

ですけれども、それを考古学者はどのように見る

のか。私にとりましては、これはもしかすると、どの

ようにアプローチするかによっていろんな意味を

持つもので、何らかの形でこれを説明する必要が

あります。そしてこれは、現在のような宗教に対す

る不寛容のこの時代において、この宗像・沖ノ島と

いう世界遺産が伝えるべきことの一つだと思いま

す。それからまた溝口先生からもありましたが、社

会の現実、それに宗教がどのように関係している

のかという点です。私も日本の宗教の歴史に関し

て十分な理解があるわけではありませんが、長期

にわたり恐らく社会とその宗教というものは明確に

分かれるものではなく（最近になり宗教という概念

が生まれたわけなので）、カテゴリーに分けるとい

うようなことは昔のことを理解するためにはあまり意

味がないのだと思います。実際に祭祀を実行して

いた人たちにとりましては、その社会・生活・宗教

というものは一体のものだったというふうに考えま

す。それからファビオ先生の仏像・像に関する重

要性についてですが、最初の 5 世紀には仏像と

いうものはありませんでした。これはキリスト教もそ

うです。当時は icon（イコン）というものがなかった

わけです。絵も描かれておりませんし神を表すも

のはなかったわけです。そのような世界において、

聖的な力という意味においての重要性、物だとか

イメージの神重要性をどのように克服してきたのか

ということです。 

●ヤニク 

失礼いたします。私自身は今日のトピックになって

いる沖ノ島のことはあまり知りません。ヨーロッパ芸

術が専門のものです。このアートというのはちょう

ど見えない世界と見える世界の間に存在します。

サンド先生やランベッリ先生のお話であったように、

実はその間の世界というのが欠けているという状

態があると思います。それが重要だと思っていま

す。宗教的な信仰の中ではいつもそこには白黒

はっきりした部分だけではなく、その間のグレーエ

リアというのがあるのだということを言っています。

ここを指摘したいです。 

●佐藤議長 

サンド先生、お願いします。 

●サンド 

失礼しますサンドです。太平洋からの見方という

のをご紹介したいと思います。面積的には地球の

3分の 1にあたる面積に広がった地域ですけれど

も、表面面積は小さいところです。例えば何か問

題に対して何かの解決法が出てくる、しかしなが

らそれに対して何らかの行為がなされるとそういう

場合、さきほどの投げかけに答えようとしている 

のですけれども、そのような状況というのはありま

すね。解決したかと思うとまた違う圧力がかかって

くるということです。そしてそこは中心に向かってさ

まざまなことが起こりますけれども、その周りにもっ

と広い世界が広がっている、そしてそこは小さい

けれどもそれぞれの特徴を持った地域だというこ

と、これを忘れがちです。例えばキリスト教などと

いうどれかの宗教に特定したことではなく、特に島

という環境においては見られることです。さまざま

な昔からのやり方を踏襲したいという作用が働きま

す。そして台湾もそうだと思いますが、300 年前そ

こに中国から人が入って来た時に台湾の原住民

の人たちは山の方へ、山奥へと移っていったとい

うことがありますね。そういうことが島国では起こり

がちです。しかし日本は違いますね。流れは反対

でした。山の上に住んでいた人たちを陸の方へ山

の下の方へ連れてきたという逆の例です。いずれ

にせよ何らかの外からの影響が入ってきた時には、

もともとあったものというのが変わるという作用が起

きます。4 世紀から 9 世紀、宗像で起きたことは非

常に意識がしやすかったと考えます。先ほどのグ

レーエリアにかけて言いますと、こういうやり取りと

いうのがエリート層・上層階級の方にどんなインパ

クトを与えていたのか、そしてその影響は下層の

人たちにどのような影響があったのか、しかしなが

ら上層・下級とあっても、やはり海を渡るには船を

漕ぐ人が必要です。多くの場合その人たちは高い

地位にはいません。ですから社会内でどのような

関係がその時にあったのか。もちろん行きにくい、

アクセスしにくいところもある場合、そこに海があれ

ば船を出してもらわなければならない、波の高い

ようなところの航行であれば熟練した航海者が必

要になります。先ほどのグレイゾーンにかけて言

いますと、そのような形で上流階級とそうではない

階級があったとすると、そこを結ぶ間で、どういうこ

とが起きていたのか、どういう人がいたのかというこ

とです。ヨーロッパの中世のことを考えますと、もち

ろん文献がありますけれどもその中には欠落した

ところがあります。ヨーロッパの当時の人口の 8 割

は書かれたものには興味を持たなかったということ

です。ですからコミュニケーションというものがどの

ようになされていたのかというのも一つの面白い切

り口だと思います。先ほどおっしゃったことはまさ

に的を射ていると思います。複雑性を見ていく中

では、その中で欠落をしているところをしっかりと

見ていかないと全体の理解にはならないということ

です。これは古代も今も同じです。 
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●溝口議長 

短くお話しします。沖ノ島の祭祀で不思議なところ

は、場所は liminal な場所ですけれども祭祀の内

容は逆に anti-liminal なのです。要するにそこに

置かれている assemblage というのが、任那の貢ぎ、

新羅の貢ぎといって政治的に朝廷に贈られた宝

物がそのまま神に贈与されている可能性がある。

だから liminal な場所で行われている神との

presentation はすごく生臭い。非常に人間的で政

治的です。ですからその contradictoryな mixture

というのをどういう風に考えるのかというのが一つ

の鍵になると思います。 

●佐藤議長 

少し宗像・沖ノ島に引き付けた話にこれからしてい

きたいと思います。古事記に日本書紀に宗像・沖

ノ島の祭祀が出てきますけれども、これはヤマト王

権・律令国家の祭祀であると同時に（これは出土

した遺物から言えるわけですけれども）古事記に

も日本書記にも宗像の神は宗像氏・氏族が奉祭

するお祀りする神であるということも書いてあって、

ヤマト王権と宗像氏が重層的にお祀りしているの

だろうというふうに私は思っています。宗像三女神

神話というのは高天原の天上の神々が、スサノオ

ノミコトが口から吐いたものが三女神になるという、

今話にしている垂直の神々の降下、降りてくるとい

うことと、それから辺津宮・中津宮・沖津宮というの

は水平的にも並んでいるという構造があると思っ

ています。この辺について笹生先生ちょっとご説

明いただけますでしょうか。 

●笹生 

その辺りなかなか難しいところなのですが、まず垂

直と水平という神観の問題です。ここにはまず5世

紀、稲荷山遺跡から出土した鉄剣に「治天下大王

（あめがしたしらすおおきみ）」言葉が書かれてい

ます。日本人かもしくは渡来した方々のうち漢字

が使える人が日本人の意思を反映してということ

ですね書いています。日本人の意思の中で、５世

紀の段階で天下（あめのした）という言葉がまず出

てきます。これはおそらく中国の礼記の中に出て

くる天下というイメージがそのままコピーされてきて

いるのだと思います。ですから歴史的に見て確実

な文字としては天というイメージを 5世紀代には日

本人は意識し始めて、それで日本列島のボー

ダーを天下というような、そこで垂直世界を一つ作

るわけです。それと同時に常世と言われるような海

の向こうという水平観念もあるわけです。そこら辺

は文字資料で見ていると水平と垂直のような形に

なるのですが、では実際に庶民はどうか、地方の

祭祀遺跡はどうかというと、今日お話をしたような

山と川と海と島というような世界があるので、垂直

的な神観というのはある意味では、（今日の議論も

含めると）天下という言葉を使う人たちがまず考え

た世界観であって、ローカルな村もしくは地域単

位では、山・川・海・島という世界観ですから、環

境をどういうふうに認識して、ある意味では環境の

人格化ということになるかもしれませんが、環境の

中に神をイメージする環境認知という形ですと、お

そらく背景に持っている文字も含めて思想が大き

く反映してきてしまいます。ですから文字を書いて

いる人たち、読める人たちがテキスト化した文献が

日本書紀ということになりますので、その中で完結

はするのでが、それがそのまま地域の神観に当て

はまるかというのは別の話というふうに考えるべき

だと思います。ですから宗像の神々もおそらくロー

カルな人たち地元の人たちの考えている神観と、

日本書紀に書かれている、佐藤先生がおっしゃっ

たような高天原の“誓約（うけい）” で出てくる神観、

これはそのまま今度は皇統譜につながってくる話

ですから、非常に政治的な背景があるわけです。

これはおそらく地元の人たちは知らないかもしれ
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ない。宗像の浜の人たちは私たちの漁業を支え

てくれる、もしくは船の目印になる神様、ですから

坐す神という形になるわけで、そこに垂直か水平

かという議論は多分なくて、自分の見える水平性

の中、視界の範囲の中で環境を認知していくとい

うことになりますから、そこはまた切り離して水平的

な神観、垂直的な神観というのを追っかけていくと

多分それは根底のない議論になってしまうので、

そこら辺は少し抑制的に考えて、むしろ実態、先

ほどサイモン先生の話にもありましたけれども、訪

れた人がその島を見てどう思うか、そこの場所に

行ってどういうふうに感じるか、という方がまず重

要になってくる。環境をどういうふうに認知するか

というところが私は重要なんじゃないかというふう

に思います。うまい答えになっていなくて申し訳あ

りません。 

●佐藤議長 

ありがとうございました。やはり沖ノ島まで（例えば）

行く人がヤマト王権・律令国家の中央の豪族・有

力者にどれだけいたかというのが問題かなと。そ

れに比べれば宗像の神を奉斎するのは宗像氏だ

という、地元の多分ちゃんと知っていると思うので

す。そして今おっしゃったように宗像の地元の

人々がどう信仰していたかというのはまた別の話

になるかなと思います。そこら辺地元の方の考え

方はどうなのでしょうか。これは大髙さんはいお願

いします。 

●大髙 

ありがとうございます。今のお話でちょっと考えて

いのですが、やはり宗像の人からすると、多分垂

直の要素はあまり出てこなくて、あくまでも遠くに

沖ノ島があって、彼方には朝鮮半島があって、と

いうことではやはり水平の要素というのはあると思

います。遠くの島との関係ということで、沖ノ島が

航海・海上交通に関しての神ということで、そこは

ポリネシアですかね、あの辺そういうものが多いと

いうことであれば、そこは合わせて理解できるのか

なと思います。神（三女神）の名前（田心姫神、湍

津姫神、市杵島姫神）の要素から出てくる言葉と

いうのは、霧であるとか激しい流れ、海の流れとか、

市杵島の島とか、そういう玄界灘の環境に由来す

るのではないかと言っていることもあり、そこからは

太陽とか天とかいう要素は出てきません。我々が

対馬に行ったときは、すごく天・太陽とかの要素が

大きかったですし、ヤマト王権でいくとやはり高天

原のその天との関係で、日本書紀に入るときには

宗像三女神は高天原から降臨するということに

なっていますけれども、それはヤマト王権との関係

で宗像の人たちが持っている海との水平な要素と

ヤマト王権の垂直というか、天との関係・要素が

ドッキングして現在の神話みたいになっているの

かなと思います。風土記などではどこからか降臨

して（飛んで）きたとか、いろいろな三女神の神話

がありますけども、原始的というかプリミティブなと

ころは宗像の人が沖ノ島を遠くに見て、という横の

感覚が強いのかなと思います。 

●佐藤議長 

今までの話、石村さんいかがでしょうか。 

●石村 

私は、海の古墳というところで交通路と関係づけ

てお話をさせていただいて、それとの関係で宗

像・沖ノ島の話をさせていただきました。このことは

笹生先生がおっしゃった交通の要所などに神社

ができるということと大きく関連すると思います。た

だそこにおける神というのがいわゆる宗教的な神

かというと私はそうではないと考えています。という

のは、それはあくまでその場所にとどまる何か霊

的な力であって、いわゆる古事記や日本書紀など

●溝口議長 

短くお話しします。沖ノ島の祭祀で不思議なところ

は、場所は liminal な場所ですけれども祭祀の内

容は逆に anti-liminal なのです。要するにそこに

置かれている assemblage というのが、任那の貢ぎ、

新羅の貢ぎといって政治的に朝廷に贈られた宝

物がそのまま神に贈与されている可能性がある。

だから liminal な場所で行われている神との

presentation はすごく生臭い。非常に人間的で政

治的です。ですからその contradictoryな mixture

というのをどういう風に考えるのかというのが一つ

の鍵になると思います。 

●佐藤議長 

少し宗像・沖ノ島に引き付けた話にこれからしてい

きたいと思います。古事記に日本書紀に宗像・沖

ノ島の祭祀が出てきますけれども、これはヤマト王

権・律令国家の祭祀であると同時に（これは出土

した遺物から言えるわけですけれども）古事記に

も日本書記にも宗像の神は宗像氏・氏族が奉祭

するお祀りする神であるということも書いてあって、

ヤマト王権と宗像氏が重層的にお祀りしているの

だろうというふうに私は思っています。宗像三女神

神話というのは高天原の天上の神々が、スサノオ

ノミコトが口から吐いたものが三女神になるという、

今話にしている垂直の神々の降下、降りてくるとい

うことと、それから辺津宮・中津宮・沖津宮というの

は水平的にも並んでいるという構造があると思っ

ています。この辺について笹生先生ちょっとご説

明いただけますでしょうか。 

●笹生 

その辺りなかなか難しいところなのですが、まず垂

直と水平という神観の問題です。ここにはまず5世

紀、稲荷山遺跡から出土した鉄剣に「治天下大王

（あめがしたしらすおおきみ）」言葉が書かれてい

ます。日本人かもしくは渡来した方々のうち漢字

が使える人が日本人の意思を反映してということ

ですね書いています。日本人の意思の中で、５世

紀の段階で天下（あめのした）という言葉がまず出

てきます。これはおそらく中国の礼記の中に出て

くる天下というイメージがそのままコピーされてきて

いるのだと思います。ですから歴史的に見て確実

な文字としては天というイメージを 5世紀代には日

本人は意識し始めて、それで日本列島のボー

ダーを天下というような、そこで垂直世界を一つ作

るわけです。それと同時に常世と言われるような海

の向こうという水平観念もあるわけです。そこら辺

は文字資料で見ていると水平と垂直のような形に

なるのですが、では実際に庶民はどうか、地方の

祭祀遺跡はどうかというと、今日お話をしたような

山と川と海と島というような世界があるので、垂直

的な神観というのはある意味では、（今日の議論も

含めると）天下という言葉を使う人たちがまず考え

た世界観であって、ローカルな村もしくは地域単

位では、山・川・海・島という世界観ですから、環

境をどういうふうに認識して、ある意味では環境の

人格化ということになるかもしれませんが、環境の

中に神をイメージする環境認知という形ですと、お

そらく背景に持っている文字も含めて思想が大き

く反映してきてしまいます。ですから文字を書いて

いる人たち、読める人たちがテキスト化した文献が

日本書紀ということになりますので、その中で完結

はするのでが、それがそのまま地域の神観に当て

はまるかというのは別の話というふうに考えるべき

だと思います。ですから宗像の神々もおそらくロー

カルな人たち地元の人たちの考えている神観と、

日本書紀に書かれている、佐藤先生がおっしゃっ

たような高天原の“誓約（うけい）” で出てくる神観、

これはそのまま今度は皇統譜につながってくる話

ですから、非常に政治的な背景があるわけです。

これはおそらく地元の人たちは知らないかもしれ
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の神話に出てくるような個性を持った神ではない

というふうに思います。その証拠ですけれども、基

本的に古墳というのは死んだ首長を祀るということ

で、つまり死んだ首長が神になっているということ

です。ですので、それは決して普遍的な個性を

持った神を意味するのではなく、あくまでもそこに

いた強大な力を持った人間が神のような存在に

なったということを示しているに過ぎないのではな

いかというふうに思います。そういう意味では宗像

の神というのが海の神として宗像神としてどの時

点で成立するかということは難しい問題があると思

いますが、私がお示しした通り、一番最初の宗像

で祭祀が行われた段階というのはおそらく宗像神

のような個性を持った神を祀ったのではないので

はないかというふうに思います。では古代の日本

でそういった宗教的な存在がいつの時点で始まっ

たかというのは大きな議論があるわけですが、3 世

紀の中頃にヤマト王権をおそらく最初に作ったと

考えられる卑弥呼という人物は、中国の歴史書に

よると鬼道を使うと表現されています。これは当時

の中国の史書で鬼道という表現をしたときは道教

よりももう少し原初的な宗教であるというふうに解

釈されることが一般的です。私がお示ししました三

角縁神獣鏡に描かれている神と獣の姿というもの

が、おそらく中国の鬼道・神仙思想とも言いますけ

ども、そういったものを表現したものであるというこ

とで、そういうものが 3 世紀半ばの段階で日本に

受容された可能性はあります。ただしその宗教が

持続的に存在したかは大きな疑問です。なぜなら

4 世紀後半に（私も紹介した）柳井茶臼山古墳と

いうところから直径 45センチの巨大な銅鏡が出て

います。これは鼉龍鏡と日本語で呼んでいる形式

の鏡です。そこで表された文様というのは三角縁

神獣鏡で表された神と獣が合体した姿で描かれ

ています。この鼉龍鏡というのは中国ではなく日

本で作られたものと考えられています。すなわち 4

世紀後半のこの段階で中国の神仙思想である神

と獣の考え方というのは、日本人には完全に理解

されておらず単なる文様のデザインとしてそれを

組み合わせたような非常に奇怪な文様がその鏡

には描かれているわけです。ということで私は宗

像の祭祀が始まった最初の段階ではおそらく個

性を持った神というのはまだ存在していない段階

ではなかったのかというふうに思っております。 

●佐藤議長 

ありがとうございます。神の概念をまたどう考える

か、難しくなってきますが、一般的にはやはり三女

神みたいな形になる人格を持つのではないかなと

考えていたのですが。今のご意見もあって、笹生

先生お願いします。 

●笹生 

もう時間も限られているでしょうから簡単にお話し

します。一つ確実な話としては私もコメントで話を

しましたように、4 世紀から 5 世紀ぐらいに列島の

中で共通した祭具を使った祭祀遺跡というものが

明確化してくる、これは間違いない。その中のいく

つか、例えば今日も石上神宮や大神神社を示し

ましたけれども、それが 7 世紀から 8 世紀、もっと

言うと現代までつながってくるところもあるわけで

すけれども、少なくとも古代の律令制の祭祀対象

になる神社がかなり含まれているという連続性で

すね。その中に宗像大社も入ってくるということに

なりますか、5世紀の段階のお祀りをした人の頭に

神経経路を使ってどういうようなことを考えている

かということ（推し量ること）は基本的にはできない

わけですが、少なくとも古事記・日本書紀に書か

れた神様を祀る場の連続性というものは一つ重要

視して考えていいのではないかというふうに思い

ます。それともう一つ、今日あえて認知の話を少し

しました。スチュアート・ガスリーが指摘しているよ
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うに、これは比較的・世界的に見ても、多くの人間

の認知パターンとしての心の理論、動くものには

心を考える、心を考えるから相手を押し量る、とい

うことは人格化する、というパターンが比較的早く

からあるだろう、というのは現在指摘されているとこ

ろであります。もっと言うとなぜご馳走をあげる、私

たちが喜ぶものを祭祀遺跡にあげるのかということ

です。これは私たちの同じメンタルライジングとい

う言い方になると思いますけれども、心の理論が

適応されているということになりますから、それはあ

る意味アニミズム、アニミズムの議論というのは今

もう一度再検討されている段階になっているわけ

ですけども、そういう意味では人間が喜ぶものをあ

げることによってその交換トレードが成立をすると

いう考え方が少なくとも 5世紀から 4世紀にはあっ

て、（私の考え方ですが）それは死者にも適用さ

れる。これはボイヤーなどが言っているような“人

格”ですね、遺体から今度はその人の人格を直感

するパーソンファイルシステムというふうにボイ

ヤーは呼んでいますけども、死者もそういうような

行為者も共に人格化されてイメージされるので、

人格的な対応をする。それが祭祀、その痕跡が祭

祀遺跡として残っていて、少なくとも 5 世紀代から、

早いところですと 4 世紀末からそれがそのままつ

ながって神社につながってくる。こういうような整理

をしてくると比較的分かりやすいのではないかなと

いうふうに思います。石村先生のご意見に対する

私の意見ということで述べさせていただきました。

すみません長くなりました。 

●佐藤議長 

まだ議論がつきませんが、時間の都合があります

ので、当面ここでの討論はここまでにして、15分ほ

どコーヒーブレイクにしたいと思います。 

総合討論２：「海域のネットワークー交流の影響と

信仰の変化ー歴史学・文化人類学

の立場からー」 

●佐藤議長 

それでは再開したいと思います。次はまず田中史

生先生からコメントをお願いしたいと思います。 

 

●コメント３：田中史生「東アジアの交易拠点・ 

交易者と仏教信仰」 

どうもありがとうございます。こんにちは早稲田大

学の田中と申します。私の専門は日本の古代史

です。私のコメントを原稿にしております。最初に

いただいている今回の先生方のご発表の概要を

読んで、内容を把握したのですが、今回お聞きし

たらもっと深く広くなっておりましたので、ここに書

いてある先生方へのコメントはちょっと狭い話に

なってしまっています。私は、東アジアから見た形

で今回のご講演に絡めてみたいというふうに思っ

ています。 

今回のご講演において、本日のお二人の先生方

のお話というのは、外部との交流が宗像沖ノ島を

中心とする日本の地域信仰の変容と展開にどの

ような影響を与えたのかを多面的に捉えるもので

あった、とこれを読んだときそう思いました。しかし

それだけではなくて、石村先生からは船からのラ

ンドマークに関する貴重なご示唆をいただきまし

たし、ファビオ先生からはコスモロジーの話、それ

からやはり信仰の複合的な側面というもののご指

摘も重要だったかというふうに思います。またの昨

日の先生方からは、外来者・外来文化との交流が

地域の信仰や儀礼に変容をもたらすだけでなく、

地域を超える広い空間に儀礼的習慣の共有や交

流関係の強化をもたらした事例を世界史的視野

からご紹介いただきました。いずれも宗像・沖ノ島

の信仰の展開を世界史的・相対的に捉える視点

の神話に出てくるような個性を持った神ではない

というふうに思います。その証拠ですけれども、基

本的に古墳というのは死んだ首長を祀るということ

で、つまり死んだ首長が神になっているということ

です。ですので、それは決して普遍的な個性を

持った神を意味するのではなく、あくまでもそこに

いた強大な力を持った人間が神のような存在に

なったということを示しているに過ぎないのではな

いかというふうに思います。そういう意味では宗像

の神というのが海の神として宗像神としてどの時

点で成立するかということは難しい問題があると思

いますが、私がお示しした通り、一番最初の宗像

で祭祀が行われた段階というのはおそらく宗像神

のような個性を持った神を祀ったのではないので

はないかというふうに思います。では古代の日本

でそういった宗教的な存在がいつの時点で始まっ

たかというのは大きな議論があるわけですが、3 世

紀の中頃にヤマト王権をおそらく最初に作ったと

考えられる卑弥呼という人物は、中国の歴史書に

よると鬼道を使うと表現されています。これは当時

の中国の史書で鬼道という表現をしたときは道教

よりももう少し原初的な宗教であるというふうに解

釈されることが一般的です。私がお示ししました三

角縁神獣鏡に描かれている神と獣の姿というもの

が、おそらく中国の鬼道・神仙思想とも言いますけ

ども、そういったものを表現したものであるというこ

とで、そういうものが 3 世紀半ばの段階で日本に

受容された可能性はあります。ただしその宗教が

持続的に存在したかは大きな疑問です。なぜなら

4 世紀後半に（私も紹介した）柳井茶臼山古墳と

いうところから直径 45センチの巨大な銅鏡が出て

います。これは鼉龍鏡と日本語で呼んでいる形式

の鏡です。そこで表された文様というのは三角縁

神獣鏡で表された神と獣が合体した姿で描かれ

ています。この鼉龍鏡というのは中国ではなく日

本で作られたものと考えられています。すなわち 4

世紀後半のこの段階で中国の神仙思想である神

と獣の考え方というのは、日本人には完全に理解

されておらず単なる文様のデザインとしてそれを

組み合わせたような非常に奇怪な文様がその鏡

には描かれているわけです。ということで私は宗

像の祭祀が始まった最初の段階ではおそらく個

性を持った神というのはまだ存在していない段階

ではなかったのかというふうに思っております。 

●佐藤議長 

ありがとうございます。神の概念をまたどう考える

か、難しくなってきますが、一般的にはやはり三女

神みたいな形になる人格を持つのではないかなと

考えていたのですが。今のご意見もあって、笹生

先生お願いします。 

●笹生 

もう時間も限られているでしょうから簡単にお話し

します。一つ確実な話としては私もコメントで話を

しましたように、4 世紀から 5 世紀ぐらいに列島の

中で共通した祭具を使った祭祀遺跡というものが

明確化してくる、これは間違いない。その中のいく

つか、例えば今日も石上神宮や大神神社を示し

ましたけれども、それが 7 世紀から 8 世紀、もっと

言うと現代までつながってくるところもあるわけで

すけれども、少なくとも古代の律令制の祭祀対象

になる神社がかなり含まれているという連続性で

すね。その中に宗像大社も入ってくるということに

なりますか、5世紀の段階のお祀りをした人の頭に

神経経路を使ってどういうようなことを考えている

かということ（推し量ること）は基本的にはできない

わけですが、少なくとも古事記・日本書紀に書か

れた神様を祀る場の連続性というものは一つ重要

視して考えていいのではないかというふうに思い

ます。それともう一つ、今日あえて認知の話を少し

しました。スチュアート・ガスリーが指摘しているよ
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につながる貴重なご講演だったと思います。私か

らのコメントは、宗像・沖ノ島も属しました東アジア

海域における、時期としては 8〜11世紀の交易拠

点や交易者の仏教信仰を題材にいたしまして海

域交通とその信仰の多様性や多面性・越境性に

ついて考えるところを述べさせていただきたいと思

います。なおこれは時間の関係で原稿を読むよう

な形で発表したいと思います。 

『法華経』巻 8「観音経」は、遭難した船は観世音

菩薩の名号を称えることで救われると説いており

ますけれども、航海者は、こうした経典を拠り所に、

観音信仰と深いかかわりを持ちました。9 世紀以

降、東シナ海で民間の貿易商人（日本・中国では

最近、海商と読んでおりますけれども）の活動が

活発化すると、当該海域にも、航海守護の信仰と

して、観音信仰が広がりました。なかでも、当海域

で最も著名な観音信仰としては、中国四大聖山の

一つである舟山群島の普陀山（Mount Putuo）で

ございます。ここは、日中の貿易船が行き来した

ルート上にありまして、我々もここに行きました。こ

の普陀山の観音信仰の由来について、諸史料は

五臺山の観音像が 9世紀に普陀山へ運び込まれ

たことが始まりとだと伝えています。この写真は普

陀山のお寺に嵌め込まれているレリーフでして、

五臺山から仏像を持っていくというのが描かれて

います。ただしその運搬者については、日本僧恵

蕚（Egaku）が商人船で運んだとする伝承と（『宝慶

四明志』）、新羅商人が運んだとする伝承がありま

す。（『宣和奉使高麗図経』）。恵蕚の伝承は、恵

蕚と同時代の唐代の文人の記録が根拠で、新羅

商人伝承よりも原伝に近いと思います。けれども

諸史料からは、恵蕚が実際に在唐新羅商人の協

力を得て日唐を往還したことが確認できます。恵

蕚の商人船を新羅商人船とみればこの両伝承に

矛盾はないということになります。一方、新羅商人

伝承は、12 世紀に高麗に向かう宋の使が普陀山

で聞き取った記録に登場します。12 世紀の普陀

山は、高麗人の篤い信仰を集めていたため（『墨

荘漫録』）、新羅商人伝承は、同郷の先人の貢献

を讃える高麗人たちが語っていた伝承だろうと思

われます。つまり海上の交易拠点で発展した普陀

山の信仰では、その対象である観音像の由来伝

承については、出自の異なるそれぞれの主体に

沿った多様な物語があっただろうと思われます。

また、舟山列島の島々では、観音信仰の一種で

ある泗州大師像に対する信仰も、日本・宋・高麗

の船人の間で広がっていました。これらの泗州大

師の信仰については、王海燕先生が報告書に書

かれているわけですが、王海燕先生の研究による

と、この泗州信仰は民間信仰と仏教信仰がミック

スする形のいわばハイブリッドな信仰だということ

になっています。この写真が泗州大師像ですね。

最初、これが見つかった時（2005 年）は最澄像だ

と新聞に掲載されびっくりして、私は直接舟山博

物館の人にこれは泗州大師ではないですか？と

言いに行ったのを覚えています。そのあとこれは

ちゃんと泗州大師像になっています。この図のよう

に点々と、（これは舟山と普陀観音ですが）海に関

わる観音信仰が舟山海域を取り巻いているわけ

で。留意されるのは、唐滅亡後の 10 世紀にまず

呉越政権が、これらの像を崇拝する施設を整備し、

次の北宋政権がさらに寺観・施設を発展させたこ

とがわかるということです。つまり呉越や北宋は、

様々な出自と文化を持つ交易者たちが崇拝した

観音像や泗州大師像に対し、これらを祭る施設を

整え荘厳化することで、当該海域の交通の保護

者としての政治的な影響力や権威を高めていたと

考えられます。 

 

次に観音信仰と陸の交易者ですが、陸の交易拠

点においても観音信仰は重要な信仰となっていま

した。観音経では、商人が盗賊に襲われた際も観
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音菩薩の名号を唱えれば救われると説いていまし

た。これを図化した盛唐期（8 世紀）の絵画資料と

して有名なのは敦煌ですが、漢人盗賊に襲われ

るソグド商隊を描いた敦煌莫高窟第 45 窟壁画が

あります。この場面に描かれているのはソグド人で

す。元来、ソグド人たちはゾロアスター教を信仰し

ていましたが、敦煌を含むシルクロードに拠点を

築いた彼らのなかには、中国仏教の影響を受け

改宗する者も多かったわけです。寺院壁画の製

作には、王・貴族層だけでなくソグド人を含む大

商人らの支援があり、ソグド人僧官や、窟の造営

にかかわるソグド人工匠もありました。ソグド商隊

をモデルに観音の功徳を説く 45 窟壁画は、敦煌

のこうした環境が反映されており、この窟の信仰自

体にソグド人がかかわっていた可能性も考えられ

てよいのではないかと思います。この第 45窟の壁

画でもう一つ注目されるのは、ソグド人商隊の下

方に、大海に乗り出す漢人船が描かれていること

です。この場面には、海上交易者の救済を説く

「観音経」の一節が付記されていますので、この船

は商船とみられます。その表現は非常に写実的

で、船首から海中へ長棹を投入する場面がありま

す。いろいろな他の資料を見ると実際このような場

面が出てきまして、座礁を恐れる船が当時実際に

行っていたことです。また、船が強い波風を受け、

長首の海獣が波のように船を追う姿が出て参りま

す。これは唐僧鑑真（Ganjjiinn）の来日を伝える 8世

紀後半の日本の史料に（『唐大和上東征伝』）、遭

難者が観音にすがる場面として登場します。です

から、敦煌壁画に表現された観音救済の姿は、船

人の信仰として唐代に広く共有されていたイメー

ジが描かれているものと思われます。つまり内陸

の交易拠点である敦煌の仏教信仰は、その図像

においては、海域までを含むような、多様な交易

者を包摂しうる広がりを持って表現されているわけ

です。 

しかし以上に見た敦煌や舟山海域の信仰とほぼ

同時代に、国際交易上の交通の要衝となった中

国の山東半島登州の仏教信仰は、このような多様

性があまり見られません。9 世紀の入唐日本僧円

仁（Ennin）の在唐日記（『入唐求法巡礼行記』）に

よれば、登州の赤山法花院（Sekisan-Hokkein）は、

当時の東アジア海域交易をリードし、新羅王権と

も深くかかわった清海鎮大使の張保皐（Jangbogo)

が創建した寺院であります。この地図のブルーの

部分が、新羅系交易者が活動した地域ですが、こ

の山東半島突端部に赤山法花院があります。新

羅系交易者にとって唐の玄関口であった山東半

島突端部の赤山法花院は、唐で活躍する新羅人

の篤い崇敬を集め、彼らの最大の精神的拠り所と

して発展していました。この寺院に滞在した円仁

は、日記において寺の経営や仏教儀礼のことを

詳細に記録しています。それによると、赤山法花

院の管理を担ったのはいずれも在唐新羅人で、

寺には宝高の交易船の一行も滞在します。さらに

法華経の講話や儀礼は、基本的に新羅語音を用

いた新羅式で行います。また、各方面から集う

人々も、全て新羅人でした。夏は、新羅の対渤海

(高句麗)戦への勝利を祝う、新羅独特の行事も行

われていました。寺の老僧はこれを、故郷の新羅

国を追慕するために行う儀礼だと円仁に語ってい

ます。このように、赤山法花院は、在唐新羅人を

中心に経営された唐の寺院で、故郷の「新羅」を

共通のキーワードに、在唐新羅人、新羅系交易

者たちの国境を越えた結びつきを、集団的に再

確認する場となっています。それは、この寺の創

建者で、新羅王権に清海鎮大使として認められ、

新羅王権との結び付きを強めながら貿易を行った

張保皐の性格や立場とよく対応しております。保

皐は、自らの清海鎮大使としての政治的地位を

「新羅」王権に認めさせつつ、「新羅」世界を仏教

寺院という形で唐に持ち込むことで、「新羅」という

につながる貴重なご講演だったと思います。私か

らのコメントは、宗像・沖ノ島も属しました東アジア

海域における、時期としては 8〜11世紀の交易拠

点や交易者の仏教信仰を題材にいたしまして海

域交通とその信仰の多様性や多面性・越境性に

ついて考えるところを述べさせていただきたいと思

います。なおこれは時間の関係で原稿を読むよう

な形で発表したいと思います。 

『法華経』巻 8「観音経」は、遭難した船は観世音

菩薩の名号を称えることで救われると説いており

ますけれども、航海者は、こうした経典を拠り所に、

観音信仰と深いかかわりを持ちました。9 世紀以

降、東シナ海で民間の貿易商人（日本・中国では

最近、海商と読んでおりますけれども）の活動が

活発化すると、当該海域にも、航海守護の信仰と

して、観音信仰が広がりました。なかでも、当海域

で最も著名な観音信仰としては、中国四大聖山の

一つである舟山群島の普陀山（Mount Putuo）で

ございます。ここは、日中の貿易船が行き来した

ルート上にありまして、我々もここに行きました。こ

の普陀山の観音信仰の由来について、諸史料は

五臺山の観音像が 9世紀に普陀山へ運び込まれ

たことが始まりとだと伝えています。この写真は普

陀山のお寺に嵌め込まれているレリーフでして、

五臺山から仏像を持っていくというのが描かれて

います。ただしその運搬者については、日本僧恵

蕚（Egaku）が商人船で運んだとする伝承と（『宝慶

四明志』）、新羅商人が運んだとする伝承がありま

す。（『宣和奉使高麗図経』）。恵蕚の伝承は、恵

蕚と同時代の唐代の文人の記録が根拠で、新羅

商人伝承よりも原伝に近いと思います。けれども

諸史料からは、恵蕚が実際に在唐新羅商人の協

力を得て日唐を往還したことが確認できます。恵

蕚の商人船を新羅商人船とみればこの両伝承に

矛盾はないということになります。一方、新羅商人

伝承は、12 世紀に高麗に向かう宋の使が普陀山

で聞き取った記録に登場します。12 世紀の普陀

山は、高麗人の篤い信仰を集めていたため（『墨

荘漫録』）、新羅商人伝承は、同郷の先人の貢献

を讃える高麗人たちが語っていた伝承だろうと思

われます。つまり海上の交易拠点で発展した普陀

山の信仰では、その対象である観音像の由来伝

承については、出自の異なるそれぞれの主体に

沿った多様な物語があっただろうと思われます。

また、舟山列島の島々では、観音信仰の一種で

ある泗州大師像に対する信仰も、日本・宋・高麗

の船人の間で広がっていました。これらの泗州大

師の信仰については、王海燕先生が報告書に書

かれているわけですが、王海燕先生の研究による

と、この泗州信仰は民間信仰と仏教信仰がミック

スする形のいわばハイブリッドな信仰だということ

になっています。この写真が泗州大師像ですね。

最初、これが見つかった時（2005 年）は最澄像だ

と新聞に掲載されびっくりして、私は直接舟山博

物館の人にこれは泗州大師ではないですか？と

言いに行ったのを覚えています。そのあとこれは

ちゃんと泗州大師像になっています。この図のよう

に点々と、（これは舟山と普陀観音ですが）海に関

わる観音信仰が舟山海域を取り巻いているわけ

で。留意されるのは、唐滅亡後の 10 世紀にまず

呉越政権が、これらの像を崇拝する施設を整備し、

次の北宋政権がさらに寺観・施設を発展させたこ

とがわかるということです。つまり呉越や北宋は、

様々な出自と文化を持つ交易者たちが崇拝した

観音像や泗州大師像に対し、これらを祭る施設を

整え荘厳化することで、当該海域の交通の保護

者としての政治的な影響力や権威を高めていたと

考えられます。 

 

次に観音信仰と陸の交易者ですが、陸の交易拠

点においても観音信仰は重要な信仰となっていま

した。観音経では、商人が盗賊に襲われた際も観
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地縁を利用した交易者たちの越境的な組織づくり

を行っていたということだろうと思います。 

最後に船とお坊さんの話をしたいと思います。東

アジア海域を往還する商船は、商品だけでなく、

外国への渡航を目指す僧侶も運搬しました。商船

に海難の危機が迫ると、僧侶は船員らとともに航

海安全を祈願したが、その方法は、船の構成員

や通過する地域の特性に沿って、柔軟な対応が

とられていたようでございます。例えば円仁は、

847 年、唐人と新羅人が共同で経営する商船で

唐から日本へ向かった（『入唐求法巡礼行記』）わ

けですが、この船が途中で新羅沿岸部の島に停

泊していた際、悪い情報がもたらされ、船員らは

皆恐怖しました。この情報の詳細は伝わらないが、

この後、海商らは鏡などを海中に投じて神への祈

祷を行います。円仁は焼香して金剛経を転読し、

共に除災を祈願しています。その祭祀の対象は

共通して、停泊中の島の土地神（当島土地及大

人小人神等）でした。なお、私は（王先生と）2016

年 3 月に舟山群等の岱山島において、島内の仏

教寺院である福寿禅院で「当方土地尊神」に対す

る祭祀が行われていることを確認しました。同様の

ことは 11 世紀の日本僧成尋（Joujin）の乗った宋

商船でもみられます（『参天台五臺山記』）。宋を

目指す成尋は、1072 年、現在の佐賀県唐津市加

部島から宋商人の船に乗りました。その船上の航

海安全祈願において、成尋は仏式の祈願を行い

ましたが、船員は鶏や酒で諸神を祭るなど、中国

の神式の祈願を行っています。諸神への祭祀を

一緒に同時にやるわけです。以上のことは、日本

の遣唐使が航海の安全祈願を、仏だけではなく

日本・唐の神々に対して行っていたことと通じます。 

日本の遣唐使船は、社殿をそのまま船に積み込

んでいます。越境する東アジアの船は、その船上

において、自ら日常的に信仰する対象だけでは

なく、それ以外の様々な神や宗教とも共存し、ま

たそれらを祀って航海安全を祈願していたという

ことが分かります。 

以上、古代東アジア海域の交易拠点や交易者の

信仰にもおおむね越境的でハイブリッドな様相が

確認できるわけですが、そのあり方は交易拠点や

交易者の性格によって異なっております。敦煌や

舟山海域の仏教信仰は、多様な出自の交易者が

交わる海や陸のシルクロード上に展開し、その信

仰も様々な主体を取り込む多様性・寛容性が備

わっていました。けれども、赤山法花院は、在唐

新羅人と新羅清海鎮勢力とが結び合う接合部分

に立地しまして、この新羅系交易者のネットワーク

を維持・強化するための宗教施設として機能して

います。そのため、赤山法花院では「新羅」という

のが重要なキーワードとされていたようです。また

多様な出自のものが乗り合う船上では、それぞれ

の持つ宗教文化の宗教方式に基づいて様々な

祭祀が共同で行われていました。このように、交易

世界で広域的・越境的に共有された信仰には、そ

れぞれの交易・交通拠点で形成された社会関係

や信仰を担う主体に規定された地域性や多様性

が見えてくるのです。そのように考えて、改めて宗

像・沖ノ島という「場」を捉え直してみると、当地で

展開した祭祀に「倭」や「日本」以外の主体がかか

わっていた様相が、どれほど看取されるか、主体

をどう描いて見出すかということが問題になると思

います。この点は、宗像・沖ノ島の性格を考える上

でも改めて検証されるべき問題ではないかと思う

わけでございます。以上で、私の話は終わりたい

と思います。どうもありがとうございました。 

●佐藤議長 

ありがとうございました。 

それでは、続きまして秋道智彌先生にコメントをお

願いいたします。 
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●コメント４：秋道智彌「海域のネットワーク： 

航海・交流と祭祀・信仰ー文化人 

類学的な視点からー」 

最後になりました。皆さん、お疲れ様でした。最後

は寝たらだめですよ。今回のテーマ「ネットワーク」

でしょう。この話ほとんど聞いてないのです。I’m 

frustrated.という感じですがレビューをしたい。とい

うのは、これ私の持論なのですが、ネットワークを

人類学とか歴史学で使う場合には、異なった民

族・同志が関わっている場合が多いのです。です

から冒頭に ethnicities、民族の誰と誰がネットワー

クを結ぶのだということを認識しないとダメで、これ

を説明すると 10 分以上かかりますので・・・まず、

ethnicities に注目する、ネットワークでね。それが

第 1 点目。2 点目が言語。今の田中さんの話にも

あったように、異なった宗教や集団の人が同じ祭

祀に参加するならば、どんなリンガ・フランカ

（lingua franca）か、どんな言葉を使ったのか、パン

トマイムでやったのか、通訳がいたのか、といった

ような問題が重要になります。ただこれは実証す

ることが難しいかもしれない。3 点目は船で運んだ

色々なものです。経済的なもの、あるいは宗教的

なものもあるのでしょうが。その場合に「交換レート

はどうなっていたのか」というような研究は、私は太

平洋でやっていますので、タロイモ・タロ5個とこの

くらいの魚 1 匹が等価なのです。そのような了解

事項が遠距離の交易でどの程度あったのか。そ

れに続きますが、4 点目のプレステージエコノミー。

一方が他方に、「どうぞ受け取りください」という威

信財です。「どうぞ、これは珍しいものです。天皇

様に差し上げてください。」というのか、あくまでも

対等にやっていたのか、その辺の問題。つまり、

主従あるいは属国と支配国のような関係の中で、

ネットワークは結ばれたのか、というようないくつか

の論点がありますので、ネットワーク論にはこのよ

うな点を意識しながらやってください。今後、あと 3

年か 4年の間で。 

これは昨日の話ですが、サイモン先生の話でイー

スト・アングリアが出ました。私がもうちょっと話して

欲しかったなというのは、北海のバイキングとイベ

リア半島の付け根にあるバスクなどが、後の時代

にこの領域で活動するわけです。あの辺に話を伸

ばしていただけると東アジアでやっていた話との

対比が、かなり同程度にできるのではないか。そ

れほど、私は東アングリアの事例は非常に重要で

あるという認識を昨日持ちました。今後のご活躍を

ご期待しております。 

次のスリランカの話ですが、色々な遺跡の話が出

ました。見たことないのですけども、問題は先ほど

のネットワーク論で言うと、いろいろなヒンドゥー・

仏教・イスラム、それから在来のヴェーダなどが

あったわけですが、いろいろなモスクとかテンプル

作るわけでしょう。誰がお金払ったのかということ

です。つまり、外から来て拝みに行くだけで、

「はぁー」とやるだけで、「はい、さよなら」と帰った

のか。誰がそのモスク、誰がその廟を建てたのか、

お金の問題。これについては、ネットワーク力が非

常に重要になりますので、この辺は昨日全く話が

なかったので。なんとなく今晩にでも聞いてみた

いと思います。 

それから、サンド先生のポリネシアの話ですが、こ

れについては同じようなスライドが出たと思います

が、これはポリネシアにおけるタコをモデルにした、

ピーターバックの 1938 年の論文に載っている図

で、ポリネシアのライアテアのタプタプアテアという

マラエに、ポリネシア中の船が集まってくるのです。

これはすごく求心力があるネットワークの一つの例

であるかと思うのですが、これについては、私は前

から注目していたのでこの事例をいつも使ってお

ります。ただ問題は、昨日の話にありましたように、

ミクロネシアのナン・マドール、それからトンガの石

の門、それからポリネシアのマラエ、それからラパ

地縁を利用した交易者たちの越境的な組織づくり

を行っていたということだろうと思います。 

最後に船とお坊さんの話をしたいと思います。東

アジア海域を往還する商船は、商品だけでなく、

外国への渡航を目指す僧侶も運搬しました。商船

に海難の危機が迫ると、僧侶は船員らとともに航

海安全を祈願したが、その方法は、船の構成員

や通過する地域の特性に沿って、柔軟な対応が

とられていたようでございます。例えば円仁は、

847 年、唐人と新羅人が共同で経営する商船で

唐から日本へ向かった（『入唐求法巡礼行記』）わ

けですが、この船が途中で新羅沿岸部の島に停

泊していた際、悪い情報がもたらされ、船員らは

皆恐怖しました。この情報の詳細は伝わらないが、

この後、海商らは鏡などを海中に投じて神への祈

祷を行います。円仁は焼香して金剛経を転読し、

共に除災を祈願しています。その祭祀の対象は

共通して、停泊中の島の土地神（当島土地及大

人小人神等）でした。なお、私は（王先生と）2016

年 3 月に舟山群等の岱山島において、島内の仏

教寺院である福寿禅院で「当方土地尊神」に対す

る祭祀が行われていることを確認しました。同様の

ことは 11 世紀の日本僧成尋（Joujin）の乗った宋

商船でもみられます（『参天台五臺山記』）。宋を

目指す成尋は、1072 年、現在の佐賀県唐津市加

部島から宋商人の船に乗りました。その船上の航

海安全祈願において、成尋は仏式の祈願を行い

ましたが、船員は鶏や酒で諸神を祭るなど、中国

の神式の祈願を行っています。諸神への祭祀を

一緒に同時にやるわけです。以上のことは、日本

の遣唐使が航海の安全祈願を、仏だけではなく

日本・唐の神々に対して行っていたことと通じます。 

日本の遣唐使船は、社殿をそのまま船に積み込

んでいます。越境する東アジアの船は、その船上

において、自ら日常的に信仰する対象だけでは

なく、それ以外の様々な神や宗教とも共存し、ま

たそれらを祀って航海安全を祈願していたという

ことが分かります。 

以上、古代東アジア海域の交易拠点や交易者の

信仰にもおおむね越境的でハイブリッドな様相が

確認できるわけですが、そのあり方は交易拠点や

交易者の性格によって異なっております。敦煌や

舟山海域の仏教信仰は、多様な出自の交易者が

交わる海や陸のシルクロード上に展開し、その信

仰も様々な主体を取り込む多様性・寛容性が備

わっていました。けれども、赤山法花院は、在唐

新羅人と新羅清海鎮勢力とが結び合う接合部分

に立地しまして、この新羅系交易者のネットワーク

を維持・強化するための宗教施設として機能して

います。そのため、赤山法花院では「新羅」という

のが重要なキーワードとされていたようです。また

多様な出自のものが乗り合う船上では、それぞれ

の持つ宗教文化の宗教方式に基づいて様々な

祭祀が共同で行われていました。このように、交易

世界で広域的・越境的に共有された信仰には、そ

れぞれの交易・交通拠点で形成された社会関係

や信仰を担う主体に規定された地域性や多様性

が見えてくるのです。そのように考えて、改めて宗

像・沖ノ島という「場」を捉え直してみると、当地で

展開した祭祀に「倭」や「日本」以外の主体がかか

わっていた様相が、どれほど看取されるか、主体

をどう描いて見出すかということが問題になると思

います。この点は、宗像・沖ノ島の性格を考える上

でも改めて検証されるべき問題ではないかと思う

わけでございます。以上で、私の話は終わりたい

と思います。どうもありがとうございました。 

●佐藤議長 

ありがとうございました。 

それでは、続きまして秋道智彌先生にコメントをお

願いいたします。 
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ヌイ・イースター島、イースター島のモアイのような

巨石の記念物が建立されるには、相当な労働力

が要ります。それから、船で石・石材を運ぶような

場合にはかなり大変な仕事です。多くのストーン

マネー、ライと言いますけれども、あれはパラオか

ら筏に乗せて運んでいるのです。ですから大きな

石材を運んで宗教的な建造物を作るその労力と

いうか、経済的なバックグラウンドをぜひとも今後

明らかにしていただきたいと考えています。この図

のギルバート、あれはミクロネシアです。ポリネシ

アではなく、ポリネシアの少しそれたところです。 

それからファビオ先生の話にありました水平思考

と垂直思考の話です。これは私の理解では、あま

り広く解釈した議論をすると議論が拡散してしまう

と感じます。日本での垂直思考と水平思考の話は、

あの世論だけなのです。他界観・Idea of another 

world なので、天・海の向こう・山の上という議論が

もともと日本の考古学者・民俗学者が日本民俗学

でやってきた議論であります。あまり水平思考と垂

直思考を広げて考えない。天孫降臨のウラルとア

ルタイという話も「本当かよ」という人がいるわけで

難しいのですけれども、やはり議論を、このある説

を言う場合の議論の枠組みを考えないと、水平と

垂直なんて誰でも考えられるのです。あっち行く

か、エレベーターで上行くか下行くかだけの話で

すので、そこは先ほど溝口先生が境界論もいろい

ろなパターンがあると言われましたね。あの話は

面白かったのですね。あれに惹きつけると“他界”

です。ヘブンかアンダーグラウンドか、seaの向こう

は水平と言いますけれども本当はこれ水平ではな

いのです。ほとんど海底なのです。それが浦島伝

説なのです。海の向こうに行くと言っても、博多

(湾)の前に立って海の向こう・・・、どこ行った？韓

国でしょう。もう少しこっちに行ったら北朝鮮。その

海は考えないのです。もっとよく考えたら海の下に

ある世界が他界であるというような認識が発達して

きた。山の上は、日本の民族学の柳田国男や櫻

井徳太郎などが言っていますよね。これも、人間

は死んでしばらくはウロウロしているけれども、33

回忌ぐらいから祖霊になる、神様になるというよう

な民俗学の議論がありますから、低い山でも山上

他界と考えていいかと思います。 

それから石村さんですが、あまりにいろいろな話

題があって絞りました。一つは、森公一さんが提

唱された日本海のラグーン・潟です。これは大高

さんが近著の釣川の論文でも、宗像の方はこの潟

とどんな関係があるのか書いておられまして、ラ

グーンというのは結構重要です。日本海にはもの

すごいラグーンがあって、全部ほとんど港になっ

ている。現在、埋め立てとかいろいろな理由で失

われている場合が多いのですが、この九州には

和白とか唐津とか、さきほどの釣川の下流にもある

わけです。 

もう一つ、ファビオ先生でしたか、さっきの話で

あった船霊（ふなだま）。船霊というのは船の霊、

Vessel Spirit・Spirit of the Vessels・Spirit of the 

Water Craft、これは人格神みたいですが、そうで

はないです。普段は右の図にありますように、マス

トの幹部に穴を開けて、その中に入れておくので

す。このような 5円玉とかサイコロとか、なんか博打

みたいでしょう。サイコロ 2 つ、それから五穀、米・

麦・粟・稗などを入れる。小豆など。それから、お

人形さんを入れる。船霊信仰ですが、日本書紀に

も遣唐使船が成功したからその船のランク・階級

が（従五位下ですからたかがしれていますが）上

がると。ところが、大阪の住吉大社で航海安全の

祈願をしたら正一位か二位まで上がるのです。で

すから日本の国家公務員の制度みたいに、何か

をしたら身分・制度が上がるということを、古代の

祭祀集団はやっていた。その中に船霊信仰が

あって、船の航海の成功に、従五位下の昇格み

たいなものがあった。それは神社を系列とする船
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霊神社というのは全国に、ほとんど太平洋・瀬戸

内海・日本海沿岸ですが、それとは違って民間信

仰での船霊祭というのが、瀬戸内海あるいは能登

半島から石川県に残っております。それで私は今

回の新しいプロジェクトで船霊を絶対入れていた

だきたい。船霊と沖縄のおしらさまと中国南部・台

湾の媽祖（まそ）です。あれを含めて女性の神様と

いうものを中心に扱うような小さなディスカッション

グループを作っていただいたら嬉しいかなと思い

ます。これで発表を終わります。ありがとうございま

した。 

●佐藤議長 

ありがとうございました。ただいま田中先生からは

大変興味深い新羅人・商人たちによる中国にお

ける寺院ですとか、交流のあり方についてのご報

告いただき、秋道先生からも大変興味深く、昨日

今日のご報告・コメントに対してのコメントをいただ

いたということになりました。話がずいぶん広がっ

てまいりますけれども、45 分ぐらいまでを目指して、

今のコメントを受けてお話をしたいと思います。お

一方ずつ順番に行くとすごい時間かかりそうなの

ですが、今の秋道先生の各先生方のご報告への

コメントもあったので、何かご返事がある方がおら

れればお願いしたいと思うのですけれども、いか

がでしょうか。では、ケイナー先生。 

●ケイナー 

秋道先生、ありがとうございました。素晴らしい、あ

る意味挑発的ともいえるワクワクするようなコメント、

ありがとうございました。昨日、発表いたしましたけ

れども、違うタイプのネットワークの話も入れようか

なと思わなくもありませんでした。今回はイースト・

アングリアの 4 つの遺跡だけにとどめたのですけ

れども、実はそれには理由がありまして、様々な

ネットワークがあって、それが入り組んでいるという

ところをぜひ伝えたかったのです。経済的なネット

ワークあり、社会的ネットワークあり、そのようなネッ

トワークが実は入り組んで存在したということをお

話したかったのです。しかし先生のご指摘の通り、

より理解を深めるためには、そのネットワークが

元々どういう性質のものだったかというものを明確

にすべきです。沖ノ島に関連する文脈の中でどの

ようにそれを論じるべきか、ということには工夫が

必要だったと思います。そしてもちろん歴史デー

タ、芸術的なデータ、グラフィックなデータ、そして

考古学データ、様々なデータがありますけれども、

それを探る中で非常にそこに内在している複雑な

つながりというものを見ていく必要があると感じて

います。ゆえに、いつも感じていたことなのですけ

れども、やはり沖ノ島は OUV をしっかりと表してい

ると思います。そして今言ったような要素を深いと

ころで見せてくれる世界遺産だと思います。そして、

その中で宗教的な伝統がどのように変遷してきた

のか、変容してきたのか、そしてそれにはどのよう

に海域のネットワークが関係しているのかというと

ころです。もう一度そこを捉え直してみるということ

が重要だというご指摘ありがとうございました。 

●佐藤議長 

では、ガミニ先生、お願いします。 

●ウィジェスリヤ 

ありがとうございます。先生、非常に詳しくコメント

してくださってありがとうございました。おっしゃる

通り、今回の会議で本当にいろいろなことを学ん

でおります。このようなディスカッションを登録前に

していたら、多分推薦書作成までには至らなかっ

たと思います。少なくとも 5年・10年もっとかかっ

ていたかもしれません。それだけ深い議論を、今

回昨日今日とやっているということです。そしてもう

一人ここには、イコモスに所属していらっしゃる方

ヌイ・イースター島、イースター島のモアイのような

巨石の記念物が建立されるには、相当な労働力

が要ります。それから、船で石・石材を運ぶような

場合にはかなり大変な仕事です。多くのストーン

マネー、ライと言いますけれども、あれはパラオか

ら筏に乗せて運んでいるのです。ですから大きな

石材を運んで宗教的な建造物を作るその労力と

いうか、経済的なバックグラウンドをぜひとも今後

明らかにしていただきたいと考えています。この図

のギルバート、あれはミクロネシアです。ポリネシ

アではなく、ポリネシアの少しそれたところです。 

それからファビオ先生の話にありました水平思考

と垂直思考の話です。これは私の理解では、あま

り広く解釈した議論をすると議論が拡散してしまう

と感じます。日本での垂直思考と水平思考の話は、

あの世論だけなのです。他界観・Idea of another 

world なので、天・海の向こう・山の上という議論が

もともと日本の考古学者・民俗学者が日本民俗学

でやってきた議論であります。あまり水平思考と垂

直思考を広げて考えない。天孫降臨のウラルとア

ルタイという話も「本当かよ」という人がいるわけで

難しいのですけれども、やはり議論を、このある説

を言う場合の議論の枠組みを考えないと、水平と

垂直なんて誰でも考えられるのです。あっち行く

か、エレベーターで上行くか下行くかだけの話で

すので、そこは先ほど溝口先生が境界論もいろい

ろなパターンがあると言われましたね。あの話は

面白かったのですね。あれに惹きつけると“他界”

です。ヘブンかアンダーグラウンドか、seaの向こう

は水平と言いますけれども本当はこれ水平ではな

いのです。ほとんど海底なのです。それが浦島伝

説なのです。海の向こうに行くと言っても、博多

(湾)の前に立って海の向こう・・・、どこ行った？韓

国でしょう。もう少しこっちに行ったら北朝鮮。その

海は考えないのです。もっとよく考えたら海の下に

ある世界が他界であるというような認識が発達して

きた。山の上は、日本の民族学の柳田国男や櫻

井徳太郎などが言っていますよね。これも、人間

は死んでしばらくはウロウロしているけれども、33

回忌ぐらいから祖霊になる、神様になるというよう

な民俗学の議論がありますから、低い山でも山上

他界と考えていいかと思います。 

それから石村さんですが、あまりにいろいろな話

題があって絞りました。一つは、森公一さんが提

唱された日本海のラグーン・潟です。これは大高

さんが近著の釣川の論文でも、宗像の方はこの潟

とどんな関係があるのか書いておられまして、ラ

グーンというのは結構重要です。日本海にはもの

すごいラグーンがあって、全部ほとんど港になっ

ている。現在、埋め立てとかいろいろな理由で失

われている場合が多いのですが、この九州には

和白とか唐津とか、さきほどの釣川の下流にもある

わけです。 

もう一つ、ファビオ先生でしたか、さっきの話で

あった船霊（ふなだま）。船霊というのは船の霊、

Vessel Spirit・Spirit of the Vessels・Spirit of the 

Water Craft、これは人格神みたいですが、そうで

はないです。普段は右の図にありますように、マス

トの幹部に穴を開けて、その中に入れておくので

す。このような 5円玉とかサイコロとか、なんか博打

みたいでしょう。サイコロ 2 つ、それから五穀、米・

麦・粟・稗などを入れる。小豆など。それから、お

人形さんを入れる。船霊信仰ですが、日本書紀に

も遣唐使船が成功したからその船のランク・階級

が（従五位下ですからたかがしれていますが）上

がると。ところが、大阪の住吉大社で航海安全の

祈願をしたら正一位か二位まで上がるのです。で

すから日本の国家公務員の制度みたいに、何か

をしたら身分・制度が上がるということを、古代の

祭祀集団はやっていた。その中に船霊信仰が

あって、船の航海の成功に、従五位下の昇格み

たいなものがあった。それは神社を系列とする船
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もいらっしゃるので、あえて申し上げますけれども、

ここでは無形の、またスピリチュアルなものというこ

とで議論を高めています。そして私はそのあたり

が軽んじられているということで、いつもユネスコに

は不満を持っているのですけれども。しかしながら、

覚えていらっしゃるかもしれませんけれども、ハー

ブ・ストーベルさん、かなり世界遺産の保全につい

てたくさん教えてくださった方ですけれども、その

方とお話をした時、今でも思い出すのですけれど

も。この場所を考える時まず頭に浮かぶのは、宗

教的なものをもっと形式の整ったものにしていくプ

ロセスというように捉えがちです。そしてそれは、そ

れまでに様々なものが積み重ねられてきました。

海域・交易というものももちろんそれです。それが

OUV の一つを成しているということであります。こ

れがまず根底にあるということをもう一度確認した

いと思います。その上で、比較・研究ということな

のですけれども、その観点からも素晴らしい議論

が今回できていると思います。非常に興味深いも

のですので、ぜひとも継続していってほしいと考え

るのです。 

必ずそれがまた次の高みにつながると思います。

私の発表についてですけれども、変容、私の考え

る変容ということなのですけれど、その深いところ、

詳しくについては今回発表の内容に組み込んで

いませんので、また是非、次の機会をいただきた

いと思うのですけれども。スリランカでは、いろいろ

な考え方というのがインドから持ち込まれています。

仏教到来前の様々信仰に関する考え、またその

形というのが今も残っています。例えば、森の中

（16 キロ四方の中）に 4000 以上の洞窟が国内に

あります。非常に密度が高いということです。そこ

が多くの場合宗教的な祭祀の場所に使われ、そ

れが仏教の到来とともに仏教の祭祀を行うところ

にもなったということです。このような変容の道筋

があります。ですから、信仰と慣習というのは有形

ではありますけれども、無形のものもあるということ

です。先生の問いかけの答えになっていないかも

しれませんけれども、海域を海上交易をとってみ

ますと、船が寄港しますと、そこにどういうものが運

び込まれているかという物品表があります。そして、

それを見ると巨大なストゥーパを建てられるくらい

のお金が運び込まれているというような記載もあり

ます。ローマから多くの金貨が運び込まれたという

記載があります。それはスリランカの当時の王が

巨大なストゥーパを建設したということです。では

元々どうしてそのような財力があったのかと考えま

すと、やはり交易から得たものだと思います。昨日

見せたスライドの 1 枚の中に、非常に大きなエン

ポリアムがあるわけですけれども、ウッドエンポリア

ムという特別なものがあります。そして、それが3世

紀 4 世紀おそらく 6 世紀ぐらいまで存在したので

すけれども、当時の支配者はそこを通してお金を

集めていたということになります。うまく答えられな

かった部分もありますけれども、こういう側面もある

ということでお伝えします。 

●佐藤議長 

それでは続きまして、クリストフ・サンド先生。 

●サンド 

ありがとうございます。いろいろなコメントをいただ

きました。まとめをしてくださいまして、ありがとうご

ざいます。また新しい道筋をひらいてくださったと

思います。感謝申し上げます。私は、コメントとし

て申し上げたいことは 2つあります。これは、太平

洋の観点から申し上げます。まず考古学者として

の視点からコメントしたいと思います。もしかすると、

2つの文献をご存知かもしれません。アメリカの考

古学者が太平洋での研究をしていますが、パト

リック・クーチ先生です。そして、ロジャ・グリーン先

生、このお二方です。そしていろいろな発掘をし、
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そして発表していますけれども、非常に興味深い

結果があります。言語的なデータを使っていると

いうことです。ポリネシアの用語、これは 2000年前

のものです。ポリネシア語を使ったもの、そして

オーストラリアのキャンベラそしてニュージーランド

のオークランド大学でもやっているのですけれども、

それはこうした復元された言葉を使って研究をし

ているわけです。そうすると、その時にわかったの

は考古学者として、私たちは何か見落としていると

いうことなのです。つまり人々が毎日使っている、

日常使っているもののほとんどを、見落としている

ということなのです。つまり考古学の中ではそれを

見つけることができないからです。そしてこうした

先生方の研究によって 80%、つまり日常生活の中

の物品、それからまたそうした日常の中のその儀

式というものの 80%が考古学的な記録から漏れて

いるということなのです。この例を申し上げました

のは、交流という考え方つまり儀礼やその信仰の

交流という考え方ですけれども、この研究の中心

になるのは遺跡です。これまで発掘された沖ノ島

での遺物、そしていろいろな本土の遺産で発掘さ

せたものなどです。すでに皆様方はもうなされた

かもしれませんけれども、そうでなければ興味深

い点としてこの数年間の半分を、これは鏡とか、あ

るいは短剣あるいは剣、あるいは石製のもの、ある

いは土器に焦点を当てるのではなくて、文献やそ

のイメージ、これは後からのデータになるかもしれ

ませんけれども、これが交流され、そして沖ノ島に

残っている、こうしたものが、何かそうした痕跡を残

していないかどうかということを、小規模でもいい

ので研究をするといいのではないかと思います。

そうすると、やはり複雑さということ、この全ての

ネットワークの複雑性をより深く理解できるのでは

ないかと思います。もしかすると、繊維物質、ある

いはその衣服であるとか、そのドレス（ドレッシング）

であるとか、そういったものが重要だと思いますの

で、こうした研究もいいのではないかと思います。

そして、太平洋の観点から申し上げますと、もちろ

ん考古学で見つからないものが、時々非常に中

心的な重要性を持つものもあります。考古学者と

して私たちが見るのは土器であったり、あるいは

例えば石・斧であったりとか、そうしたものでありま

す。昨日トンガ王国についてお話をしました。この

王国は今でも存在をしています。最も貴重なその

王の神器と言ってもよろしいでしょうか、レガリアで

すけれども、例えば、イギリスの王や、あるいは女

王のものですけれども、マーツと言われるもので

繊維からできています。そして、サモアという、そ

の列島の北にあるところで作られたもの。100 年あ

るいは 150年前、サモアの人々は、非常にユニー

クな技術を持っていたと思います。繊維のマーツ

を絹のようなものに作り上げる技術があった。非常

に軽くて非常に滑らかで非常に素晴らしいのです。

材料として、素材として。ですから、少なくとも 100

年間の間人々はこの熱帯の環境の中にあって、こ

うしたマーツを非常に慎重に取り扱っていたという

ことです。シロアリもいますし、それが腐敗・劣化し

ないようにということで、慎重に管理をしていた。こ

れは非常に神聖で貴重なものでした。非常に威

信を示すようなものであったと、威信財であったと

言えると思います。もちろんこれは、2000 年前も

あったかもしれませんけれども、考古学者としてそ

の手がかりはありません。ですから、今後の研究

材料として文献の中で見つかるかもしれませんし、

あるいはいろいろな絵やその他のもの、考古学的

なものではなくて、そうしたものを使って研究をす

ることによって、私たちが今ネットワークについて、

いろいろとそしてその影響について議論している

ことの手がかりを得ることが出るかもしれません。

以上です、ありがとうございました。 

もいらっしゃるので、あえて申し上げますけれども、

ここでは無形の、またスピリチュアルなものというこ

とで議論を高めています。そして私はそのあたり

が軽んじられているということで、いつもユネスコに

は不満を持っているのですけれども。しかしながら、

覚えていらっしゃるかもしれませんけれども、ハー

ブ・ストーベルさん、かなり世界遺産の保全につい

てたくさん教えてくださった方ですけれども、その

方とお話をした時、今でも思い出すのですけれど

も。この場所を考える時まず頭に浮かぶのは、宗

教的なものをもっと形式の整ったものにしていくプ

ロセスというように捉えがちです。そしてそれは、そ

れまでに様々なものが積み重ねられてきました。

海域・交易というものももちろんそれです。それが

OUV の一つを成しているということであります。こ

れがまず根底にあるということをもう一度確認した

いと思います。その上で、比較・研究ということな

のですけれども、その観点からも素晴らしい議論

が今回できていると思います。非常に興味深いも

のですので、ぜひとも継続していってほしいと考え

るのです。 

必ずそれがまた次の高みにつながると思います。

私の発表についてですけれども、変容、私の考え

る変容ということなのですけれど、その深いところ、

詳しくについては今回発表の内容に組み込んで

いませんので、また是非、次の機会をいただきた

いと思うのですけれども。スリランカでは、いろいろ

な考え方というのがインドから持ち込まれています。

仏教到来前の様々信仰に関する考え、またその

形というのが今も残っています。例えば、森の中

（16 キロ四方の中）に 4000 以上の洞窟が国内に

あります。非常に密度が高いということです。そこ

が多くの場合宗教的な祭祀の場所に使われ、そ

れが仏教の到来とともに仏教の祭祀を行うところ

にもなったということです。このような変容の道筋

があります。ですから、信仰と慣習というのは有形

ではありますけれども、無形のものもあるということ

です。先生の問いかけの答えになっていないかも

しれませんけれども、海域を海上交易をとってみ

ますと、船が寄港しますと、そこにどういうものが運

び込まれているかという物品表があります。そして、

それを見ると巨大なストゥーパを建てられるくらい

のお金が運び込まれているというような記載もあり

ます。ローマから多くの金貨が運び込まれたという

記載があります。それはスリランカの当時の王が

巨大なストゥーパを建設したということです。では

元々どうしてそのような財力があったのかと考えま

すと、やはり交易から得たものだと思います。昨日

見せたスライドの 1 枚の中に、非常に大きなエン

ポリアムがあるわけですけれども、ウッドエンポリア

ムという特別なものがあります。そして、それが3世

紀 4 世紀おそらく 6 世紀ぐらいまで存在したので

すけれども、当時の支配者はそこを通してお金を

集めていたということになります。うまく答えられな

かった部分もありますけれども、こういう側面もある

ということでお伝えします。 

●佐藤議長 

それでは続きまして、クリストフ・サンド先生。 

●サンド 

ありがとうございます。いろいろなコメントをいただ

きました。まとめをしてくださいまして、ありがとうご

ざいます。また新しい道筋をひらいてくださったと

思います。感謝申し上げます。私は、コメントとし

て申し上げたいことは 2つあります。これは、太平

洋の観点から申し上げます。まず考古学者として

の視点からコメントしたいと思います。もしかすると、

2つの文献をご存知かもしれません。アメリカの考

古学者が太平洋での研究をしていますが、パト

リック・クーチ先生です。そして、ロジャ・グリーン先

生、このお二方です。そしていろいろな発掘をし、
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●佐藤議長 

それでは続きまして、ケイナー先生、どうぞ。 

●ケイナー 

すいません、一つ簡単に、今重要な点を示された

ので、私も一つコメントしたいと思います。本という

ことですけれども、ぜひみなさん、これは本当に本

から始めるというのはいいと思います。シャルロッ

テ・フォン・ヴェアシュアという方が 2006 年に書か

れました、パリに在住の方ですけれども、いろいろ

な日本の 6・７世紀の韓国・中国との交易について

書いたもので、非常に素晴らしいリソースとなりま

す。これは、おそらく皆さん読んでいただくには素

晴らしい本だと思います。 

●佐藤議長 

シャルロッテ・フォン・ヴェアシュアさんですね。は

い、日本でも存じ上げている方が多いのかなと思

います。それでは、ランベッリ先生お願いします。 

●ランベッリ 

ありがとうございます。秋道先生、素晴らしいコメン

トをいただきました。本当に色々な刺激をいただき

ました。やはりこれからも引き続き必要な会話を続

けていくことが重要だと思います。私ができることと

いうことですけれども、もちろんネットワークについ

て、そしていろいろな先生がおっしゃった側面に

ついては触れませんでした。つまり、あまり知られ

ていることがないからです。この点については限ら

れているからです。もちろん価値ですけれども、こ

のような品々の価値、奉献品の価値というのは、

それがその時どのような価値があったのか、例え

ば金1キログラムが米どのくらいの価値があったの

かということは分かっていない。でも、非常に重要

だと思います。重要な点だと思います。ですから、

このような説明ができるように、この点についても

調べたいと思います。そしてネットワークの重要性、

そして特にそのことに関わった人々の重要性とい

うこと、例えばアイデアを出したりまた色々なことを

する際に関わった人というのは重要だと思います

ので、これについても次回はもっときちんと説明さ

せていただきたいと思います。 

言語についてですけれども、簡単にコメントさせて

いただきます。私がこの文化的な歴史を日本につ

いて見てみますと、日本は常に複数言語の国だと

思っています。なぜかと言いますと、人々は実は

それぞれの訛りがあります。方言があります。そし

て、古文もありますし、現代文もありますし、そして

サンスクリットという梵字を使っています。それは、

お墓に書く際です。ですから、4 つの言語です。

そして、また色々な方言があるということで、奈良

の大きな寺院、そして京都の大きな寺院では、僧

侶はどのような言葉で語り合うのかと色々なところ

から来ています。北陸東北あるいは九州から来て

いるので、その方言がわからないこともあるけれど

も、そうした僧侶間のコミュニケーションはどういう

言語を使っているのかと非常に面白いと思います。

ですから、色々と学ぶという点では標準語を使っ

ているのかもしれません。でも、当初地方から来た

時は、色々なつながりがないということなので、どう

いう言葉を使ってコミュニケーションをとっていた

のかということは、非常に面白い点だと思います。

宗像は、これも非常にこういった点で面白いと思

います。倭王権ではどのような言葉を使って、宗

像ではどのような言葉を使ったのかというのは面

白いと思います。船霊ですけれど、私もこの点に

ついては研究したいと思います。私自身ちょっと

でありますけれども、船霊について研究しました。

そこで分かったのは、民俗学者、地域的な例のみ

示しているということです。このような村ではこれを

する、このようなものではこうするということです。で

も、包括的な研究が船霊についてはなされていな
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いというのが現状です。これがどのように神格化し

てきたのか、そしてそれが神という文脈の中に埋

め込まれたのかという研究がない。関東では、ま

た日本海側とは、あるいは九州とは違ったパター

ンがあるかもしれません。船自体を神格化すると

いうことは、やはり大きな貢献になると思います。

海と、それから宗教、そして聖なるところという結び

つきに関わって。コスモロジーに関しましては、死

後の世界がそのコスモロジーの世界への一部とし

てお話をされましたけれども、私はそのようには見

ておりません。住吉には死後の世界というものは

ありません。また、民俗学者は、山が亡くなった方

の世界だという話をされますけれど、私 40 年ほど

日本の研究をしております。これまで一度も日本

人がその死亡・死んだ人が、山の上にいるとは聞

いたことがないのですけれども、民俗学者の人は

そのように言うことがあります。実際にどちらが真

実なのか、私は分かりません。でも、これは本当に

興味深いことで民俗学者が、何らかのそのアイデ

ア化した日本のイメージというものを作って、それ

を普及している、一般化していると。でも、それが

現場では見られない、実態では見られないという

ことがあります。なので、そういったところも考える

必要があると思います。例えば神道に関しまして

も、平田篤胤が最初、神道に関して話し、またそ

れが民俗学柳田国男等にも影響したわけですが、

これは色々な形で、これにアプローチをしておりま

す。それからまた海に関しまして、海がその死者

がいたところだというようなコミュニティもあると思い

ます。それから笹生先生がおっしゃったように、各

個人的によりまして、同じものを見たとしても見方

が違うということがありますので、こういった点をさ

らに研究において追求していく必要があるかなと

思います。 

●佐藤議長 

はい、ありがとうございました。話がだいぶ広がっ

てご返事をいただいたというふうに思います。あと、

石村先生お願いします。 

●石村 

はい、では私の方から、特に秋道先生がおっ

しゃったネットワークということについて、もう少し補

足的に説明したいと思います。ですので、私の話

はどちらかというと、もう少し事例に即した個別的

な話になると思います。秋道先生が示されたとお

り特に日本海側にはたくさんのラグーンが存在し

て、これらは歴史上、港として使用されてきました。

その中には例えば縄文時代の鳥浜貝塚が、これ

は 5000 年前に遡る遺跡です。あるいは、弥生時

代の青谷上寺地遺跡、これもだいたい 2000 年

ぐらい前までさかのぼる遺跡ですけれど。そういっ

た遺跡があってそこに住んでいた住人はそのラ

グーンを港として利用し遠距離交易をしていたと

いうことは考古学的にも分かっています。私が取り

上げた 4 世紀後半の段階で、その古墳が作られ

たラグーンというものがいくつかあるわけですけれ

ど。必ずしもすべてのラグーンや港として使われ

た場所に、こうした古墳が築かれたわけではありま

せん。つまり、その古墳が築かれた場所というの

は、ある意図を持って築かれたという風に理解す

ることができます。その意図というのが、すなわち

倭王権が海上交通路として重要だと思った場所

を選んだということを意味しています。それと合わ

せて、この沖ノ島の祭祀がほぼ同じ時代に開始さ

れたわけですが、九州北部から朝鮮半島に至る

交易ルートというのは、それ以前にも存在しました。

もちろん存在しました。そして、そのメインのルート

は博多湾から壱岐・対馬を経て朝鮮半島に至る

ルートです。古墳時代以前の、すなわち 3世紀前

半より古い段階は、その九州での交易の拠点は、

●佐藤議長 

それでは続きまして、ケイナー先生、どうぞ。 

●ケイナー 

すいません、一つ簡単に、今重要な点を示された

ので、私も一つコメントしたいと思います。本という

ことですけれども、ぜひみなさん、これは本当に本

から始めるというのはいいと思います。シャルロッ

テ・フォン・ヴェアシュアという方が 2006 年に書か

れました、パリに在住の方ですけれども、いろいろ

な日本の 6・７世紀の韓国・中国との交易について

書いたもので、非常に素晴らしいリソースとなりま

す。これは、おそらく皆さん読んでいただくには素

晴らしい本だと思います。 

●佐藤議長 

シャルロッテ・フォン・ヴェアシュアさんですね。は

い、日本でも存じ上げている方が多いのかなと思

います。それでは、ランベッリ先生お願いします。 

●ランベッリ 

ありがとうございます。秋道先生、素晴らしいコメン

トをいただきました。本当に色々な刺激をいただき

ました。やはりこれからも引き続き必要な会話を続

けていくことが重要だと思います。私ができることと

いうことですけれども、もちろんネットワークについ

て、そしていろいろな先生がおっしゃった側面に

ついては触れませんでした。つまり、あまり知られ

ていることがないからです。この点については限ら

れているからです。もちろん価値ですけれども、こ

のような品々の価値、奉献品の価値というのは、

それがその時どのような価値があったのか、例え

ば金 1キログラムが米どのくらいの価値があったの

かということは分かっていない。でも、非常に重要

だと思います。重要な点だと思います。ですから、

このような説明ができるように、この点についても

調べたいと思います。そしてネットワークの重要性、

そして特にそのことに関わった人々の重要性とい

うこと、例えばアイデアを出したりまた色々なことを

する際に関わった人というのは重要だと思います

ので、これについても次回はもっときちんと説明さ

せていただきたいと思います。 

言語についてですけれども、簡単にコメントさせて

いただきます。私がこの文化的な歴史を日本につ

いて見てみますと、日本は常に複数言語の国だと

思っています。なぜかと言いますと、人々は実は

それぞれの訛りがあります。方言があります。そし

て、古文もありますし、現代文もありますし、そして

サンスクリットという梵字を使っています。それは、

お墓に書く際です。ですから、4 つの言語です。

そして、また色々な方言があるということで、奈良

の大きな寺院、そして京都の大きな寺院では、僧

侶はどのような言葉で語り合うのかと色々なところ

から来ています。北陸東北あるいは九州から来て

いるので、その方言がわからないこともあるけれど

も、そうした僧侶間のコミュニケーションはどういう

言語を使っているのかと非常に面白いと思います。

ですから、色々と学ぶという点では標準語を使っ

ているのかもしれません。でも、当初地方から来た

時は、色々なつながりがないということなので、どう

いう言葉を使ってコミュニケーションをとっていた

のかということは、非常に面白い点だと思います。

宗像は、これも非常にこういった点で面白いと思

います。倭王権ではどのような言葉を使って、宗

像ではどのような言葉を使ったのかというのは面

白いと思います。船霊ですけれど、私もこの点に

ついては研究したいと思います。私自身ちょっと

でありますけれども、船霊について研究しました。

そこで分かったのは、民俗学者、地域的な例のみ

示しているということです。このような村ではこれを

する、このようなものではこうするということです。で

も、包括的な研究が船霊についてはなされていな

81



ちょうど私たちがいるこの博多、かつて、「那（な）」

と呼ばれていた場所ですけれど、もしくはここより

西にある糸島半島、「伊都（いと）」と呼ばれていた

場所、この 2 つが大きな拠点でした。その 2 つの

拠点は、おそらく違う政治的に統合された集団で、

おそらく競争するような存在だったと考えられてい

ます。これが大きく変わるのが 3 世紀中頃です。3

世紀中頃になると、この福岡市の西にある西新町

遺跡という新しい遺跡ができます。この遺跡は、そ

れまで存在した「那」や「伊都」とはおそらく全く違

う集団が作った遺跡と考えられています。それを

証拠付けるのは、西新町遺跡から出土する土器

は、倭王権の中心部である奈良で作られた土器と

全く同じような土器が、そこから出土するということ

が、それを示しています。すなわち、西新町遺跡

を作った集団というのは、おそらく倭王権と何らか

の関係がある人たちが新たに交易拠点として作っ

た拠点だと言うことができます。これが 3 世紀中頃

の段階です。しかし、この西新町遺跡は、この沖ノ

島の祭祀が始まった 4 世紀後半の段階になると、

衰退して無くなってしまいます。すなわち 4世紀後

半というのは、この日本列島の国内の中で何らか

のネットワークの変化があった時期であると考える

ことができます。今日非常に示唆的なコメントをい

ただきました禹先生から朝鮮半島南部においても、

日本と共通するような物質文化が認められるよう

になってくる。その背景には鉄をめぐる交易が想

定されるということです。すなわち、この 4 世紀後

半というのは日本だけにとどまらず日本と朝鮮半

島の間でのネットワークも、それまで存在したネッ

トワークから大きく変わる変化があったと考えられ

ます。そういったタイミングの時にこの沖ノ島の祭

祀が始まったということは、非常にこのネットワーク

の変化を理解する上で、象徴的かつ示唆的な事

柄であったと私は考えています。ということで、私

の答えとさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

●佐藤議長 

はい、色々なことを示唆的に発言されたのですが、

もうちょっと踏み込んで考えたら色々なことに発展

しそうかなという感じもいたしましたけれども。只今

の先生方のご返事をめぐって日本側の専門家の

先生方、いかがでしょうかね？例えば今、最後の

日朝関係、日本と朝鮮半島との関係について、禹

先生からのお話があったので、禹先生ちょっとお

願いいたします。 

●禹 

おっしゃった通りだと思います。やはりそういう信

仰の変化は、交易・ものの変化・物流の変化に

よって影響を受けるということは確かだと思います。

ただ興味深いのは、沖ノ島もそうですけれど、韓

国の海岸祭祀遺跡も同じですけれど、竹幕洞

（チュンマクドン）とか同じですけれど、仏教が入っ

てきても、在来のそういう信仰を使う祭祀がそのま

ま行われていたとことです。沖ノ島も一緒ですけ

れど。だから、それは新しい宗教が入ってきても、

二重構造のそういう信仰が、祭祀が存在したという

ことになります。それが韓国でも見つかるし、沖ノ

島でも見つかるし、非常に興味深い現象であって、

それは昨日の先生方のポリネシアの話とかスリラ

ンカの話も同じでした。イングランドの話も同じ。だ

から、我々今日の海域のネットワークの話と関係

ある、そういう現象でした。 

私がちょっと最後に質問したいのは、田中先生に

質問したいのですけれど、今、そういう信仰の変

化、信仰の交流が、私はもちろん陸地でも行われ

ると思いますけれど、船の上でもあったと。だから、

いわゆる商人の間で、そういう信仰の交流があっ

たと考えておりますけれど。文献に例えば新羅の

商人とか、あるいは新羅の船のそういう人々と倭
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国の人々が一緒に、船の上で交流してするので

す。その中でやはり難破寸前とか、あるいは漂流

したり、そういう危機状況、あるいはものすごく天候

が悪くなる、そういう悪い状況で神あるいは仏様に

拝む時に、それがどういう状況だったのか。例え

ばすべてあの仏教が入った時でも、例えば女神

に拝んだり、あるいは仏教が入ってきて仏に拝ん

だり、どちらが多いか、どちらでも事例を紹介して

ください。 

●佐藤議長 

田中先生。 

●田中 

ありがとうございます。私がお話ししたのは、今禹

先生がちょっとお話・質問されたことを含んでいる

かもしれませんけれども、基本的には、例えば同

じ船上にいて、風は悪い、早く進みたい、そこを出

たい、しかしなかなか船が進まない（出航できない）

とした時、この土地の神様が何か災いを起こして

いるのではないかと思うわけです。そうすると、そ

の土地の神様に対して、お坊さんと船員が同時に

拝むのですが、お坊さんは仏式で、そして商人は

神式（仏教はかなり専門的な知識が必要で、簡単

に仏式でできるわけではなさそうですから）、やは

り自分たち（商人たち）が日常的にやっているよう

な儀式を同時にやるのです。ほぼ同時です。だか

らそうすると言葉はハイブリッドです。要するに同

じ言葉ではない、やり方も違いますけれども。でも、

同時にやっているという状況です。 

●佐藤議長 

はい、ありがとうございます。今ちょうど田中先生の

お話があったところで、先ほどの田中先生のコメン

トも含めて王先生、ちょっとご発言お願いしたいと

思いますが。一緒に調査もなさったということで。 

●王 

ありがとうございます。私、日本語は下手なので、

通訳者の方は大変だと思います。今回、勉強する

気持ちでここに来て、本当に大変勉強になりまし

た。この 2日間で、色々情報や知識を勉強して、

コメントはできないですけれども、感想とかをお話

ししたいです。特に田中先生が多様性・多面性・

越境性についてお話しいただいきました。その時

感じたのは、信仰は移動しています。田中先生は、

特に円仁の日記で新羅人は移動して、その信仰

も移動したとおっしゃいました。先ほどキーワード

として在来信仰や外来信仰が結構議論されてい

ますけれども、人は他の土地に行ってもその信仰

を維持（信仰が移動？）します。もちろん唐代の信

仰も多分本場の新羅の信仰とは少し異なってい

たかもしれないのですけれども、基本的に主体と

ともに移動します。先ほど田中先生のコメントの中

に出ていた泗州大師の信仰なのですが、最初は

陸上の、内陸の川の信仰なのですが、徐々に海

洋信仰になり、同時に中国の内陸部でも川の信

仰として崇拝されていきます。もちろん東アジア世

界の中で仏教の影響はすごく大きかったのです

けれども、中国で仏教の信仰も地方によっても

様々な形態があります。ですからこういう複雑な信

仰をどういう風に、日本語で多様性とか多面性と

いう言葉がありますが、どのようにこれから研究を

進めればよいか、と考え（感じ）た次第です。以上

です。ありがとうございました。 

●佐藤議長 

ありがとうございます。多様性と同時に地域性みた

いなものもあるということかなと、いうことに思いまし

たけれども。今、先ほど石村先生の西新町遺跡な

どの話から、だんだん移ってきたのですけれども、

高田先生いかがでしょうか。日本と朝鮮半島との

交流の考古学的な検討の中から、ネットワークに

ちょうど私たちがいるこの博多、かつて、「那（な）」

と呼ばれていた場所ですけれど、もしくはここより

西にある糸島半島、「伊都（いと）」と呼ばれていた

場所、この 2 つが大きな拠点でした。その 2 つの

拠点は、おそらく違う政治的に統合された集団で、

おそらく競争するような存在だったと考えられてい

ます。これが大きく変わるのが 3 世紀中頃です。3

世紀中頃になると、この福岡市の西にある西新町

遺跡という新しい遺跡ができます。この遺跡は、そ

れまで存在した「那」や「伊都」とはおそらく全く違

う集団が作った遺跡と考えられています。それを

証拠付けるのは、西新町遺跡から出土する土器

は、倭王権の中心部である奈良で作られた土器と

全く同じような土器が、そこから出土するということ

が、それを示しています。すなわち、西新町遺跡

を作った集団というのは、おそらく倭王権と何らか

の関係がある人たちが新たに交易拠点として作っ

た拠点だと言うことができます。これが 3 世紀中頃

の段階です。しかし、この西新町遺跡は、この沖ノ

島の祭祀が始まった 4 世紀後半の段階になると、

衰退して無くなってしまいます。すなわち 4世紀後

半というのは、この日本列島の国内の中で何らか

のネットワークの変化があった時期であると考える

ことができます。今日非常に示唆的なコメントをい

ただきました禹先生から朝鮮半島南部においても、

日本と共通するような物質文化が認められるよう

になってくる。その背景には鉄をめぐる交易が想

定されるということです。すなわち、この 4 世紀後

半というのは日本だけにとどまらず日本と朝鮮半

島の間でのネットワークも、それまで存在したネッ

トワークから大きく変わる変化があったと考えられ

ます。そういったタイミングの時にこの沖ノ島の祭

祀が始まったということは、非常にこのネットワーク

の変化を理解する上で、象徴的かつ示唆的な事

柄であったと私は考えています。ということで、私

の答えとさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

●佐藤議長 

はい、色々なことを示唆的に発言されたのですが、

もうちょっと踏み込んで考えたら色々なことに発展

しそうかなという感じもいたしましたけれども。只今

の先生方のご返事をめぐって日本側の専門家の

先生方、いかがでしょうかね？例えば今、最後の

日朝関係、日本と朝鮮半島との関係について、禹

先生からのお話があったので、禹先生ちょっとお

願いいたします。 

●禹 

おっしゃった通りだと思います。やはりそういう信

仰の変化は、交易・ものの変化・物流の変化に

よって影響を受けるということは確かだと思います。

ただ興味深いのは、沖ノ島もそうですけれど、韓

国の海岸祭祀遺跡も同じですけれど、竹幕洞

（チュンマクドン）とか同じですけれど、仏教が入っ

てきても、在来のそういう信仰を使う祭祀がそのま

ま行われていたとことです。沖ノ島も一緒ですけ

れど。だから、それは新しい宗教が入ってきても、

二重構造のそういう信仰が、祭祀が存在したという

ことになります。それが韓国でも見つかるし、沖ノ

島でも見つかるし、非常に興味深い現象であって、

それは昨日の先生方のポリネシアの話とかスリラ

ンカの話も同じでした。イングランドの話も同じ。だ

から、我々今日の海域のネットワークの話と関係

ある、そういう現象でした。 

私がちょっと最後に質問したいのは、田中先生に

質問したいのですけれど、今、そういう信仰の変

化、信仰の交流が、私はもちろん陸地でも行われ

ると思いますけれど、船の上でもあったと。だから、

いわゆる商人の間で、そういう信仰の交流があっ

たと考えておりますけれど。文献に例えば新羅の

商人とか、あるいは新羅の船のそういう人々と倭
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つきまして。 

●高田 

基本的には今、皆さんお話しされてきたところで、

時期を絞ると沖ノ島の祭祀が始まる前後の時期の

話になると思うのですけれども。一つ、ちょっと西

新町遺跡について、ちょっと気を付けておかない

といけないのは、あそこは確かに倭王権のお膝元

の畿内地域の土器とよく似たものが出てくることは

事実だけれども、あのそれは倭王権とのつながり

を示すものであって、そこに倭王権が、うわっと人

が来て、何もないところに港を作ったというわけで

はないということ。あそこは弥生時代の後半期から

海の村として機能していたということは考古学的に

分かっているので、そういう海の生活・生業の場と

した人たちがいて、そういうところに倭王権や九州

北部の有力者がテコ入れをして、大きい交易の港

としてなったというところをきちんと押さえる必要は

一つあると思います。それは時期としては、おっ

しゃられた通り 3世紀の中頃後半くらいで、そした

ら何で西新町遺跡が、そういう風に港として大きく

なったのか、ネットワークの要というか、そういう風

になったのかという時には、やはりそれは朝鮮半

島の南部にも同じような動きがあるわけです。や

はり、今の金海国際空港がある金海湾、昔は湾

だったのですけれど。そこでもやはり、港として整

備が進んで、王宮自体が、加耶の王宮自体がそ

こに作られる。そういう連動性があるということを一

つ押さえておく必要があって、その延長で 4 世紀

の中頃くらいになると、そういうパイプがもっと深く

なってより倭王権が、そこに対して直接チャンネル

を握ろうとした動きの結果が、沖ノ島で出てくると

いうような。なんと言いますか、「ポン」ではなくて、

「ずーっと」流れの中で、色々な思惑があって、沖

ノ島がああいう風になったというところを、少しきち

んとしておく必要がある。だから、倭王権だけの動

きでもないし、地域社会だけの動きでないし、そこ

にはやはり、重層性があって、そういう中でやはり

信仰というところも、そこは僕もちょっとよくわからな

いのです。なんで古墳の副葬品で、同じものがそ

こにあるのか、ものは一緒だけれども、やり方が違

うわけです。そこのところをどうやっていくかという

時に、今日皆さんのお話を聞いて、すごく色々考

えさせられました。以上です。 

●佐藤議長 

倭王権と西新町の博多湾の歴史との関係もあるし、

博多湾の村の、港村の朝鮮半島南部との関係も

あるしというのが、いろいろ重層的・複層的になっ

ているということなのでしょうか。溝口先生お願い

します。 

●溝口議長 

本日、国宝部会の河野先生もいらっしゃっている

ので、あえてこういうことを申し上げたいのですけ

れども、今のやはりお話を伺っていて、特に前半

段階の沖ノ島祭祀というのは、私が昨日申し上げ

たように定期的なものではなさそうだと、臨機的で

ある。そしてそれは、今日お話に出た倭としての

ネットワーク、それがその東アジア的なネットワーク

の中で、そのアイデンティティというものを伸長さ

せながら、いろいろな軋轢というのを生んでいく中

で生じてきたリスクの問題というのが非常に大きく

なった時に行われた祭祀であるという可能性があ

るのではないかということが、このプロジェクトで分

かってきたのではないかと思います。そのことが一

つあります。 

それからもう一つは、高田先生の研究で竹幕洞の

祭祀というものの遺物の組み合わせというので、1

回 1回にどのような主体がどのぐらいイニシアチブ

を握って、どのぐらい影響力を持って祭祀を行わ

れたのかということがわかる可能性が出てまいりま
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した。 

そのような観点からすると、沖ノ島自体の考古学

的な調査はできませんが、これまで発掘されてこ

れから国宝部会の先生方が再調査されるものに

ついて、strategic にどのようなものが選ばれ、どの

ようにそこに捧げられたのかというような観点から、

今一度遺物からそういう歴史のエピソードを復元

するような研究というのをやっていただきたい、そ

のように今の高田先生の話を聞いて思った次第

です。 

●佐藤議長 

今、ご要望もありましたので、国宝部会の河野先

生、ちょっと一言お願いします。 

●河野 

東京国立博物館の河野と申します。国宝部会か

ら今私ひとりしか出席しておりませんので、全体的

な話はできないですけれども、私が滑石製模造品

の担当ですので、それらを全部見て、今のところこ

ういう見通しが言えそうだなということを少しだけ、

触りとしてご紹介させていただこうと思います。ま

ず今溝口先生がおっしゃったように、これが割とこ

う臨機的に祭祀が行われているかどうかということ

なのですが、沖ノ島には層位がないために、そこ

をきちんと押さえることがなかなか難しいです。し

かしながら必ずしも、例えば岩陰祭祀段階に腕輪

形の石製品が入っていたり、というのは事実として

ありますので、もしかしたらそのような可能性も考

えなければいけないかなというのがあるかと思いま

す。 

それで石製模造品の祭祀は岩上祭祀・岩陰祭祀、

そして露天祭祀の大きく 3 つにまとめることができ

ると思うのですが、それぞれの段階で製作技法と

使用石材が明確に変わっております。例えば特

に岩陰祭祀段階になると今まであまり顕著でな

かった擦切穿孔技法が大幅に採用されるようにな

りますし、またその段階でおそらく三郡山地で取

れると思われる九州産の滑石材の比重が高くなる

という現象が認められます。一方、露天祭祀にな

ると岩陰祭祀の段階で多かった擦切穿孔技法の

比重が、逆に石製の形代類にはほとんど使われ

なくなるという、そういう現象もあります。すなわち

石材と滑石製の祭具の製作技法というのが大きく

3 つにまとめられて、それが何を意味するかという

のはこれから考えなければならないのですが、お

そらくその地元の石材を使って祭具を調達してい

るということを考えると、宗像氏の関与の具合の濃

淡というものを示しているのではないかという見通

しを今のところ考えております。これについては、

今年度に発行されるその沖ノ島研究でまとめたい

と思っておりますが、今のところそういうような見通

しを持っております。 

●佐藤議長 

ちなみに沖ノ島から出土した石製模造品と九州本

土での石製模造品との関係っていうのはどうなの

でしょうか？ 

●河野 

沖ノ島の石製模造品の場合、主体となるのは玉類

です。玉類も算盤玉、平玉それから臼玉とあるの

ですが、それが主体になっておりまして、古墳時

代中期の主体を占める器物形、例えば刀子・斧・

鎌であるとかが少ないです。それは少ないのです

けれども、例えば石製の短甲が出てきて、よって

それが竹幕洞祭祀遺跡のものと類似していたりと

か、そういうのはあるのですがほとんど玉類が主体

です。それは九州本土の状況と似ておりまして、

九州本土も刀子・斧・鎌などの中期古墳の石製模

造品はあまり入ってきません。ありがとうございまし

た。 

つきまして。 

●高田 

基本的には今、皆さんお話しされてきたところで、

時期を絞ると沖ノ島の祭祀が始まる前後の時期の

話になると思うのですけれども。一つ、ちょっと西

新町遺跡について、ちょっと気を付けておかない

といけないのは、あそこは確かに倭王権のお膝元

の畿内地域の土器とよく似たものが出てくることは

事実だけれども、あのそれは倭王権とのつながり

を示すものであって、そこに倭王権が、うわっと人

が来て、何もないところに港を作ったというわけで

はないということ。あそこは弥生時代の後半期から

海の村として機能していたということは考古学的に

分かっているので、そういう海の生活・生業の場と

した人たちがいて、そういうところに倭王権や九州

北部の有力者がテコ入れをして、大きい交易の港

としてなったというところをきちんと押さえる必要は

一つあると思います。それは時期としては、おっ

しゃられた通り 3世紀の中頃後半くらいで、そした

ら何で西新町遺跡が、そういう風に港として大きく

なったのか、ネットワークの要というか、そういう風

になったのかという時には、やはりそれは朝鮮半

島の南部にも同じような動きがあるわけです。や

はり、今の金海国際空港がある金海湾、昔は湾

だったのですけれど。そこでもやはり、港として整

備が進んで、王宮自体が、加耶の王宮自体がそ

こに作られる。そういう連動性があるということを一

つ押さえておく必要があって、その延長で 4 世紀

の中頃くらいになると、そういうパイプがもっと深く

なってより倭王権が、そこに対して直接チャンネル

を握ろうとした動きの結果が、沖ノ島で出てくると

いうような。なんと言いますか、「ポン」ではなくて、

「ずーっと」流れの中で、色々な思惑があって、沖

ノ島がああいう風になったというところを、少しきち

んとしておく必要がある。だから、倭王権だけの動

きでもないし、地域社会だけの動きでないし、そこ

にはやはり、重層性があって、そういう中でやはり

信仰というところも、そこは僕もちょっとよくわからな

いのです。なんで古墳の副葬品で、同じものがそ

こにあるのか、ものは一緒だけれども、やり方が違

うわけです。そこのところをどうやっていくかという

時に、今日皆さんのお話を聞いて、すごく色々考

えさせられました。以上です。 

●佐藤議長 

倭王権と西新町の博多湾の歴史との関係もあるし、

博多湾の村の、港村の朝鮮半島南部との関係も

あるしというのが、いろいろ重層的・複層的になっ

ているということなのでしょうか。溝口先生お願い

します。 

●溝口議長 

本日、国宝部会の河野先生もいらっしゃっている

ので、あえてこういうことを申し上げたいのですけ

れども、今のやはりお話を伺っていて、特に前半

段階の沖ノ島祭祀というのは、私が昨日申し上げ

たように定期的なものではなさそうだと、臨機的で

ある。そしてそれは、今日お話に出た倭としての

ネットワーク、それがその東アジア的なネットワーク

の中で、そのアイデンティティというものを伸長さ

せながら、いろいろな軋轢というのを生んでいく中

で生じてきたリスクの問題というのが非常に大きく

なった時に行われた祭祀であるという可能性があ

るのではないかということが、このプロジェクトで分

かってきたのではないかと思います。そのことが一

つあります。 

それからもう一つは、高田先生の研究で竹幕洞の

祭祀というものの遺物の組み合わせというので、1

回 1回にどのような主体がどのぐらいイニシアチブ

を握って、どのぐらい影響力を持って祭祀を行わ

れたのかということがわかる可能性が出てまいりま
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●佐藤議長 

朝鮮半島との関係が出てきたので禹先生いかが

でしょうか？ 

●禹 

これは最新情報ですけれども、現在、竹幕洞のこ

れまで整理されてこなかった遺物をこれから整理

することになっています。ですから石製模造品も

未調査の模造品の調査も進むと思います。石材

の材質調査も行うよう進言しましたが、それをでき

るかどうかはわかりませんが、沖ノ島と同時に進行

するので、楽しみに待っていただければ面白い結

果が出るかもしれません。以上です。 

●佐藤議長 

できれば石材の検討も、科学的な方法とかで追

求していただけるとありがたいなと。 

●禹 

私がお願いしたのは、旧石器関係の人が石材に

詳しいので、旧石器関係の先生の協力を得て、

幅広く調査するようにお願いしています。まだ始

まったばっかりですので。以上です。 

●佐藤議長 

はい。笹生先生。 

●笹生 

河野先生の今の報告と関わってくるのですけれど

も、まさに形代類に変化するところは結構大きな

問題で、これは実は鹿島神宮の周辺の厨台（遺

跡）でも突然変わった石製模造品が7世紀の後半

になると出てきます。多分その動きとこちらも連動

してくるので、私はこの前の報告でもその点を少し

触れ、これは明らかに祭祀の性格が変わるだろう

という指摘をしたつもりなのですけれども、そこが

今度は国家の、特に神郡の成立という問題と、地

元の石材と技法がある意味では今度は全国的に

ある程度ならされていく、もしくは別の技法が別に

入ってくるという契機の中は、これはもうおそらく御

嶽山頂の問題も多分そこで関わってくると思うし、

今日ずっと話にあがっている記紀の編纂がちょう

どその時期なのですよね。記紀編纂のある意味で

はテキスト化・神話のテキスト化の中で、現場の祭

司もおそらく対応させて整備していき、それがお

そらく今河野先生がおっしゃった問題と多分リンク

してくるのではないかと私は思います。それは今

日ずっと議論になっている日本書紀や古事記の

神話の沖ノ島をどういう風に扱うかという問題にも

関わってくる、非常に根の深い大きな問題だなと

思って河野先生の話を伺いました。以上です。 

●佐藤先生 

神郡というのは 7 世紀の半ばに日本列島の各地

のヤマト王権律令国家とゆかりの深い神社に、神

様のための一つの郡という地域を与えるというの

が神郡、神様のための郡という、これが 7 世紀の

半ばぐらいというふうに考えられますので、そういう

ことが、模造品が玉から形を模したものになってい

く、ということとの変化がリンクするのではないかと

いうお話だと思います。大変興味深いお話でこれ

から調査が進むことを期待したいなという風に思

います。それについてはできれば他にも出雲大社

だとか、先ほどのお話があった茨城県の鹿島神宮

とか神郡を持っている神社が全国で 7 社、8 つの

神郡があって 7 つの大きな神社が伊勢神宮もそう

でありますけれども、そちらの研究も一緒に進むと

大変ありがたいなと思います。笹生先生お願いし

ます。 

●笹生 

伊勢神宮がある程度見えてきていて、石材ではな
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いのですが、土器供給体制がかなりはっきりして

いて、おそらく 6 世紀の中頃ぐらいに神宮のお祭

りに使う土器の供給体制が明和町の北野遺跡で

（土器生産が）始まってくることがはっきりしていま

す。それから 7世紀の後半の伊勢神宮の斎宮の

古い段階の全容が、遺構として全部把握されまし

たね。正殿を含めて。おそらく大伯皇女が斎宮に

行った段階での遺構が明確になりました。これは

もう報告書も公開されています。そこの分析もなか

なか面白いのですけれども話をすると長くなるの

でやめますが、そこら辺もトータルで見ていくと大

変面白いです。特に（伊勢）神宮は延暦 23 年の

儀式帳が残っておりますので、そことの比較という

のも有効かなというふうに思います。以上です。 

●佐藤議長 

それではまた話をちょっと今回のテーマである海

域のネットワークの方に戻したいと思います。今か

なり宗像・沖ノ島の方に話を絞ってしまったのです

が、先生方の各地域のネットワークの話と絡めた

話にしたいと思います。先ほどは秋道先生のご質

問に答えてそれぞれご講演いただいた先生に答

えていただきましたが、ここまで宗像のこともター

ゲットにした上で海域のネットワークということで、

何か suggest をしていただけるところはないでしょ

うか？宗像のネットワークを考える時にこういう見

方もあるのではないか、というようなことがありまし

たらご教示いただけるとありがたいと思うのですけ

れどもいかがでしょうか。ケイナー先生。 

●ケイナー 

そうですね、この海洋のネットワークは非常に広範

なものだと思います。世界中のいろんな研究を見

てみると、これまではその風景と景観ということに

注力してきました。しかしながら海洋・海の景観と

いうことに関心が移っています。沖ノ島はその航

路にあって、また隔離され隔絶されたところであり

ます。ポール・レインバードは非常に広い範囲で

の、太平洋の海の景観ということについて考えて

います。そしてサンド先生が昨日仰っていました

けれども、何世紀も前から、過去の世紀からの非

常に深い記憶が広範にあるわけですよね。人間

の歴史が始まった時から、何千年前の有史の時

から、日本列島に移っていかなければならなかっ

た、あるいはオーストラリアに渡っていかねばなら

なかった、そういう時代の海の景色・景観ということ

を見る必要があると思います。海がいろいろな環

境に住む人間を隔てているのではなく、海が結び

つける存在として見る必要があると思います。 

●佐藤議長 

おそらく、沖ノ島もそうだし、日本列島で言えばも

ちろん九州と朝鮮半島を結ぶ島々としては壱岐・

対馬みたいな島々もありますし、もっと狭い範囲で

いうとそれぞれ伊勢湾と伊勢湾にある神島という

島があるのですけども、伊良湖岬から鳥羽に向か

う時のちょうど真ん中にある小さな島で、ここも神

の島として三角縁神獣鏡がいっぱいお祭りされて

いるような遺跡を持っているということでありますの

で、ラグーンの話もありましたけれどもそういったも

のが日本列島各地にあると思うのですね。あと先

ほど休憩時間に金田先生とお話したら、天橋立の

ところにも島の祭祀があると言うことで、金田先生

籠神社についてはいかがでしょうか。 

●金田 

ご指名でございますので簡単に申し上げます。先

ほど秋道先生のコメントの中にすでに出ておりま

した他界思想ですけれども、天橋立というのは京

都府の一番北側の宮津湾という湾の西側のところ

にあって、砂州に遮られて阿蘇海という部分がラ

グーンのようになっています。その天橋立という砂

●佐藤議長 

朝鮮半島との関係が出てきたので禹先生いかが

でしょうか？ 

●禹 

これは最新情報ですけれども、現在、竹幕洞のこ

れまで整理されてこなかった遺物をこれから整理

することになっています。ですから石製模造品も

未調査の模造品の調査も進むと思います。石材

の材質調査も行うよう進言しましたが、それをでき

るかどうかはわかりませんが、沖ノ島と同時に進行

するので、楽しみに待っていただければ面白い結

果が出るかもしれません。以上です。 

●佐藤議長 

できれば石材の検討も、科学的な方法とかで追

求していただけるとありがたいなと。 

●禹 

私がお願いしたのは、旧石器関係の人が石材に

詳しいので、旧石器関係の先生の協力を得て、

幅広く調査するようにお願いしています。まだ始

まったばっかりですので。以上です。 

●佐藤議長 

はい。笹生先生。 

●笹生 

河野先生の今の報告と関わってくるのですけれど

も、まさに形代類に変化するところは結構大きな

問題で、これは実は鹿島神宮の周辺の厨台（遺

跡）でも突然変わった石製模造品が7世紀の後半
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してくるので、私はこの前の報告でもその点を少し

触れ、これは明らかに祭祀の性格が変わるだろう

という指摘をしたつもりなのですけれども、そこが
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はテキスト化・神話のテキスト化の中で、現場の祭
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そらく今河野先生がおっしゃった問題と多分リンク

してくるのではないかと私は思います。それは今
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神話の沖ノ島をどういう風に扱うかという問題にも
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のヤマト王権律令国家とゆかりの深い神社に、神

様のための一つの郡という地域を与えるというの

が神郡、神様のための郡という、これが 7 世紀の

半ばぐらいというふうに考えられますので、そういう

ことが、模造品が玉から形を模したものになってい

く、ということとの変化がリンクするのではないかと

いうお話だと思います。大変興味深いお話でこれ

から調査が進むことを期待したいなという風に思

います。それについてはできれば他にも出雲大社

だとか、先ほどのお話があった茨城県の鹿島神宮
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大変ありがたいなと思います。笹生先生お願いし
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●笹生 

伊勢神宮がある程度見えてきていて、石材ではな
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州は、ランベッリ先生の話の水平・垂直のコスモロ

ジーとに関わるのですけれども、その橋の名前が

“天橋立”といい、要するに天への梯子と言う意味

なのですね。そういう捉え方が一方にある、他方

で、浦島太郎伝説にあるように海中の世界と結び

つく、それらを合わせて他界思想という表現をしま

すが、その垂直と水平が一緒になって（ないまぜ

になって）存在する、そういう場所です。確かにそ

こは対外交易の中心でもありますし、それに関わ

る遺物・古墳などもたくさん出ております。そういっ

たものがありますので、これを日本の国内でどのよ

うに位置づけてどうするのかということは課題があ

るのですけれども、先ほど秋道先生の話には出て

まいりましたので、ちょっと補足をさせていただきま

す。 

●佐藤議長 

私の記憶ですとそこにある籠神社という神社に息

津鏡（おきつかがみ）・邊津鏡（へつかがみ）という

鏡があるのでしたっけ。 

●金田 

はい、籠神社というのはそれこそ日本書紀とは少

し違う由来の系図というのを伝えております。これ

も国宝ですけれども、そういったものもございます

し、それから先ほどのような信仰に関わった有名

な寺院も周囲周辺にあり、それぞれがいろんな伝

説あるいはバックグラウンドを持って成立しており

ます。ですので、別の神話的あるいは仏教的な世

界を持っているという表現は可能かもしれないと

思っています。 

●佐藤議長 

比較研究の対象としてはいいかもしれないというこ

とですね。すいません時間が迫ってしまいまして、

ここで今日のこれまでの議論を踏まえた上で全体

を見渡していただいて、岡田先生ご感想をお願い

したいと思います。 

●岡田 

岡田でございます。私の名札には日本イコモスの

委員長というふうに書かれていて、そのイコモスの

立場からここに座っているのかなというふうに理解

はしておりますが、先生方のご講演あるいはこの

議論、本当に勉強になりました。 

私自身もこのところ、この何十年かはいわゆる研

究者としての業績などほとんどなくて、世界遺産の

話あるいは ICOMOS の活動に明け暮れているよ

うなところなのですが、30 年ぐらい前は結構海外

調査とか研究活動に勤しんでおりました。確か 1

年半になりますか？前回の第 1 回の最後の研究

集会一言申し上げたのは、やはりそのネットワーク

の観点から、私の本来のフィールドであるメソポタ

ミアなんかの文明も、メソポタミアという土地は何も

ない土地で、ネットワークとか交流とかを前提にし

て初めて文明とか都市というものが成り立ったとい

うようなお話しさせていただきました。今日、皆さん

の議論に少し付け加えさせていただくことができる

かと思いますのは、私がイラクという国で最後に発

掘調査をした場所がイスラームの時代に入ってか

らの話、8〜9 世紀ぐらいだと思いますが、キリスト

教の修道院遺跡を掘ったのですね。その成果は

結構私自身もいい仕事ができたかなと思っていま

すが、つい最近ですね（最近ではないかもしれま

せんが）中央アジアのキルギスのもともとソグド人

の街（先程もちょっとソグド人の話が出ていました

が）に唐が進出して複合都市みたいなものを作っ

た遺跡があるのですね。アク・ベシムという名前の

街ですが、そこでは中国人などの外国人の茅葺

のお寺のお堂のようなものがあった。それにさか

のぼる時期にソグド人が教会ないしは修道院をそ

こに営んでいた。その遺跡のあり方あるいはそこ
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から出土するキリスト教関係の遺物というのが、私

自身がメソポタミアで調査したものと非常に似通っ

ていて、そのことをキルギスの人たちはすでに指

摘していた内容だったのですね。また、メソポタミ

アで調査されたキリスト教の遺跡と非常に類似す

る遺跡は、実はペルシャ湾のクウェートのファイラ

ガ島とか、あるいはイランのハーフ島とかいうところ

で発掘されているのですね。それは通称我々の

間ではネストリウス派とかのネストリアンという名前

で知られる、キリスト教の一派になるわけですが、

おそらくは、メソポタミアから直接東に進んだので

はなく、一旦ペルシャ湾という海域に出て、そこか

ら（その途中から）陸にあがって北上して、ソグド人

のエリアに入って行ってそれが東に伝わっていく、

そして少なくとも中国の長安には 8 世紀の終わり

の大秦景教流行中国碑が残されているわけです

ね。かなり強引ですが沖ノ島でも若干のそのペル

シャ産のガラス器みたいなものが出ている。その

ルートを考えた時に、そういうネストリウス派の東へ

の進出というのをある程度考えておく必要がある

のではないかなということを少し思いました。私の

研究からはその程度のことしか言えないのですけ

れども。 

もう一点思い出さないといけないこととして、現在

登録されているこの沖ノ島の世界遺産が世界遺

産委員会で審査される時に引っかかったことは皆

さんよく覚えてらっしゃると思うのですね。あまり思

い出したくないことかもしれませんが、その時に問

題となったのは沖ノ島での祭祀から宗像の信仰と

言いますか、そこへの移り変わりの仕方が具体的

でない、証拠が乏しいというふうなことが指摘され

たわけですね。そのために中津宮とか辺津宮とか

新原・奴山古墳群なんかは除外しろという風な勧

告が最初出たわけですよね。そこに対する回答を

我々はまだ十分用意できていないのではないか、

という風な思いが残っています。ですから今議論

は海域のネットワークとか交流とか、非常にそのグ

ローバルな視点の議論が進んでいるわけですが、

おそらくいつかの時点でもう一度それを現地に、

宗像エリアに戻して出土品の研究だとか、あるい

は（今日ちょっと気になったのは）石村先生がおっ

しゃった沖ノ島の祭祀と古墳祭祀とのその類似な

り、古墳の祭祀が沖ノ島に移っているのではない

かというようなことをも、そういう視点も含めてもう一

度そちらの方に戻ることが必要じゃないかなという

ことを思いました。これが今期の研究の一部にな

るのか、あるいは第 3 期という研究がまたいずれ

来た時の課題になるのはわかりませんけれども、

この研究事業がこれからも蓄積されることを祈って

いる次第です。ありがとうございました。本当に勉

強になりました。 

●佐藤議長 

部分的については、大島の中津宮の上にある御

嶽山で祭祀遺跡が調査され、それから本土辺津

宮の高宮斎場の祭祀遺物も 8 世代の露天祭祀と

同じ遺物が出ているので、その時代では同じ祭祀

を宗像地域の三宮の地点で祭祀をやっていること

は間違いないということが明らかになっていると思

います。すいません、もう時間がないのですが、最

後に一言、文化庁の調査官であられるあの鈴木

地平さんからちょっと一言お願いしたいと思いま

す。 
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●佐藤議長 

私の記憶ですとそこにある籠神社という神社に息
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も国宝ですけれども、そういったものもございます

し、それから先ほどのような信仰に関わった有名

な寺院も周囲周辺にあり、それぞれがいろんな伝
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委員長というふうに書かれていて、そのイコモスの

立場からここに座っているのかなというふうに理解

はしておりますが、先生方のご講演あるいはこの

議論、本当に勉強になりました。 

私自身もこのところ、この何十年かはいわゆる研

究者としての業績などほとんどなくて、世界遺産の

話あるいは ICOMOS の活動に明け暮れているよ

うなところなのですが、30 年ぐらい前は結構海外

調査とか研究活動に勤しんでおりました。確か 1

年半になりますか？前回の第 1 回の最後の研究

集会一言申し上げたのは、やはりそのネットワーク

の観点から、私の本来のフィールドであるメソポタ

ミアなんかの文明も、メソポタミアという土地は何も

ない土地で、ネットワークとか交流とかを前提にし

て初めて文明とか都市というものが成り立ったとい

うようなお話しさせていただきました。今日、皆さん

の議論に少し付け加えさせていただくことができる

かと思いますのは、私がイラクという国で最後に発

掘調査をした場所がイスラームの時代に入ってか

らの話、8〜9 世紀ぐらいだと思いますが、キリスト

教の修道院遺跡を掘ったのですね。その成果は

結構私自身もいい仕事ができたかなと思っていま

すが、つい最近ですね（最近ではないかもしれま

せんが）中央アジアのキルギスのもともとソグド人

の街（先程もちょっとソグド人の話が出ていました

が）に唐が進出して複合都市みたいなものを作っ

た遺跡があるのですね。アク・ベシムという名前の

街ですが、そこでは中国人などの外国人の茅葺

のお寺のお堂のようなものがあった。それにさか

のぼる時期にソグド人が教会ないしは修道院をそ

こに営んでいた。その遺跡のあり方あるいはそこ
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祀の証拠が豊富に残っている。これは考古学的

な遺産として世界的な価値を持つそういうのがイ

コモスの見解でした。ただ、我々としては世界遺

産の推薦書は沖ノ島祭祀も含む、もっと時間的な

スパンも長い沖ノ島信仰として人類が海とどういう

ような付き合いをしたのか、どういうような関係性を

構築したのか、どういうような信仰圏と言いますか、

これは多分形而上学的な観点だと思うのですが、

どういうような世界を構築したのか、というようなこと

を主張していて、そのようなところで、どちらが正

解でどちらが間違いというようなことではなくて、も

ちろんそういう考古学的な見方っていうのもできる

し、あるいは人と海との付き合い方というような見

方もできるので、これは全く見解の相違だったとい

うふうに思うんですね。ただ、私の方で当時の世

界遺産委員会の委員国に対してどういうようなプ

レゼンテーションをしたのかというと、イコモスは考

古学遺産だという風に見ている、でも我々は、この

遺産は人類と人との付き合いを示す遺産だと（見

ている）。どちらの方が世界遺産リストの文化多様

性の向上に貢献しますかね？というような投げか

けをしたところ、委員国の方から「それはそうだよ

ね」と賛同いただいたのかなというふうに記憶して

います。そういう意味で言えば、今回、奇しくも（奇

しくもなのか、オーガナイザーの意図なのか分かり

ませんけど）イーストアングリアのブリテン島の事例

もいただきましたし、スリランカセイロン島ではどう

いうような人と海との付き合いがあったのか、ある

いはパシフィックではどういうような人と海との付き

合いがあったのかというような、いずれも島国の事

例をいただいたと思います。今日のご講演の中で

は沖ノ島信仰にとどまらず、それが沖ノ島祭祀と

いう古代から現代まで連綿と続くその信仰の中で、

どういうような変化があったのかというようなお話を

いただいたのかなというふうに思っております。先

程の岡田先生のお話につながるのかもしれない

ですけども、ではその沖ノ島祭祀後、今まで続くと

ころというようなところにこの先話が発展していくと

いいなというふうにお聞きしておりました。以上で

す、ありがとうございます。 

●佐藤議長 

今回のテーマも最後に変化というのがついていま

すので、これからまだ第 2 期の特別研究でさらに

深めていきたいと思います。今日本当に司会の不

手際で時間がもうなくなってしまいましたがこれで

終わらせていただきたいと思います。本日はどうも

ありがとうございました。司会を事務局の方にお返

しします。 

●岡寺 

事務局から少しだけつけ加えさせていただきます。

岡田先生からご指摘いただいたとおり、今回の会

議というのは非常に大きな課題、形而上学的なと

ころで世界的な価値というのを捉えていこうという

テーマで御議論いただきましたけれども、一方で

今回、国宝部会の河野先生にもご参加いただい

ているのですが、国宝部会はじめ宗像市・福津

市・福岡県そして宗像大社の地域の研究者がこ

の 3 年間かけてより詳細な基礎研究をしていく予

定です。3 年間の調査研究でその溝がどこまで埋

まるかわからないですけれども、より解像度の高い

地域史の復元というものと、今回非常に貴重なた

くさんの知見に富んだプレゼンテーションをいた

だいた人類史的な観点での議論を結合してより新

しい宗像信仰・祭祀の復元を目指していきたいと

思います。 
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祀の証拠が豊富に残っている。これは考古学的
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ね」と賛同いただいたのかなというふうに記憶して

います。そういう意味で言えば、今回、奇しくも（奇

しくもなのか、オーガナイザーの意図なのか分かり

ませんけど）イーストアングリアのブリテン島の事例

もいただきましたし、スリランカセイロン島ではどう

いうような人と海との付き合いがあったのか、ある

いはパシフィックではどういうような人と海との付き

合いがあったのかというような、いずれも島国の事

例をいただいたと思います。今日のご講演の中で

は沖ノ島信仰にとどまらず、それが沖ノ島祭祀と

いう古代から現代まで連綿と続くその信仰の中で、

どういうような変化があったのかというようなお話を

いただいたのかなというふうに思っております。先

程の岡田先生のお話につながるのかもしれない

ですけども、ではその沖ノ島祭祀後、今まで続くと

ころというようなところにこの先話が発展していくと

いいなというふうにお聞きしておりました。以上で

す、ありがとうございます。 

●佐藤議長 

今回のテーマも最後に変化というのがついていま

すので、これからまだ第 2 期の特別研究でさらに

深めていきたいと思います。今日本当に司会の不

手際で時間がもうなくなってしまいましたがこれで

終わらせていただきたいと思います。本日はどうも

ありがとうございました。司会を事務局の方にお返

しします。 

●岡寺 

事務局から少しだけつけ加えさせていただきます。

岡田先生からご指摘いただいたとおり、今回の会

議というのは非常に大きな課題、形而上学的なと

ころで世界的な価値というのを捉えていこうという

テーマで御議論いただきましたけれども、一方で

今回、国宝部会の河野先生にもご参加いただい

ているのですが、国宝部会はじめ宗像市・福津

市・福岡県そして宗像大社の地域の研究者がこ

の 3 年間かけてより詳細な基礎研究をしていく予

定です。3 年間の調査研究でその溝がどこまで埋

まるかわからないですけれども、より解像度の高い

地域史の復元というものと、今回非常に貴重なた

くさんの知見に富んだプレゼンテーションをいた

だいた人類史的な観点での議論を結合してより新

しい宗像信仰・祭祀の復元を目指していきたいと

思います。 
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